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一　
「
透
明
人
間
」
誕
生
九
十
周
年

　

一
八
九
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
に
よ
る
Ｓ
Ｆ
作
品
『T

he Invisible M
an

』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
影
響
力
は
日
本

に
お
い
て
も
絶
大
で
、
戦
中
戦
後
の
主
な
翻
訳
を
ざ
っ
と
拾
い
挙
げ
て
い
っ
て
も
、

　
　

昭
和
十
六
年　

（
一
九
四
一
）『
透
明
人
間
』
土
屋
光
司
訳
、
三
邦
出
版
社　

ウ
ェ
ル
ズ
科
学
小
説
叢
書
3

　
　

昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）『
透
明
人
間
』
宇
野
利
泰
訳
、
東
京
創
元
社
（
→
昭
和
三
十
九
年
創
元
推
理
文
庫
）

　
　

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）『
透
明
人
間 

他
三
篇
』
石
川
年
訳
、
角
川
書
店　

角
川
文
庫

　
　

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）『
透
明
人
間
』
橋
本
槙
矩
訳
、
旺
文
社　

旺
文
社
文
庫

　
　

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）『
透
明
人
間
』
宇
野
利
泰
訳
、
早
川
書
房　

ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫

　
　

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）『
透
明
人
間
』
武
富
紀
雄
訳
、
潮
出
版
社　

潮
文
庫

　
　

平
成
三
年　
　

（
一
九
九
一
）『
透
明
人
間
』
南
山
宏
訳
、
岩
崎
書
店　

フ
ォ
ア
文
庫

「
透
明
人
間
」
の
誕
生
と
そ
の
前
後

─
九
十
周
年
に
寄
せ
る
覚
書

─

中

前

正

志
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平
成
四
年　
　

（
一
九
九
二
）『
透
明
人
間
』
橋
本
槙
矩
訳
、
岩
波
書
店　

岩
波
文
庫

　
　

平
成
十
年　
　

（
一
九
九
八
）『
透
明
人
間
』
桑
沢
慧
・
福
島
正
実
訳
、
講
談
社　

青
い
鳥
文
庫

　
　

平
成
十
五
年　

（
二
〇
〇
三
）『
透
明
人
間
』
雨
沢
泰
訳
、
偕
成
社　

偕
成
社
文
庫

　
　

平
成
十
九
年　

（
二
〇
〇
七
）『
透
明
人
間
』
段
木
ち
ひ
ろ
訳
、
ポ
プ
ラ
社　

ポ
プ
ラ
ポ
ケ
ッ
ト
文
庫

と
、
す
ぐ
に
十
点
以
上
に
達
す
る
。
さ
ら
に
、
幼
年
版
世
界
の
名
作
17
『
と
う
め
い
人
間
』（
山
本
藤
枝
訳
、
金
の
星
社
、
昭
和
四
十
四
年
）

や
児
童
名
作
シ
リ
ー
ズ
18
『
と
う
め
い
人
間
』（
武
田
武
彦
編
著
、
偕
成
社
、
昭
和
五
十
一
年
）
な
ど
、
児
童
向
け
に
再
構
成
し
た
よ
う
な
も

の
も
数
多
い
し
、『
中
学
生
の
友
2
年
』（
小
学
館
、
昭
和
三
十
三
年
）
付
録
『
透
明
人
間
』（
北
川
幸
比
古
訳
、
中
学
生
宇
宙
文
庫
）
や
『
中

一
時
代
』（
旺
文
社
、
昭
和
四
十
年
）
付
録
『
透
明
人
間
』（
河
合
三
郎
文
）、『
5
年
の
学
習
』（
学
習
研
究
社
、
昭
和
四
十
四
年
）
付
録
『
透

明
人
間
』（
加
納
一
朗
文
、
5
年
生
文
庫
シ
リ
ー
ズ
9
）
の
よ
う
に
、
小
中
学
生
向
け
学
年
誌
の
付
録
と
し
て
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
が
少
な
か
ら

ず
作
成
さ
れ
て
も
い
る
。
あ
る
い
は
、
手
塚
治
虫
編
集
劇
画
サ
ス
ペ
ン
ス
『
透
明
人
間
』（
ウ
ェ
ル
ズ
原
作
、
シ
ム
飛
香
画
、
学
習
研
究
社
、

昭
和
四
十
九
年
）
も
あ
る
。
並
々
な
ら
ぬ
普
及
・
浸
透
ぶ
り
が
推
し
量
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
は
い
ず
れ
も
、
原
題
「T

he Invisible M
an

」
に
対
し
て
「
透
明
人
間
（
と
う
め
い
人
間
）」
と
い
う

訳
語
を
当
て
て
い
る
が
、
当
初
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
東
亜
堂
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
堀
口
熊
二
に

よ
る
翻
訳
本
は
、「
科
学
小
説

？
之
人
」
と
題
し
て
い
る
。「
透
明
人
間
」
を
「
？
之
人
」
と
す
る
。「
訳
者
自
序
」
の
末
尾
に
「
尚
こ
の
書
の
表

題
は
初
め
に
『
見
え
な
い
人
』
と
す
る
考
で
し
た
が
、其
後
書
肆
の
希
望
そ
の
ま
ゝ
『
？
の
人
』
と
改
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
あ
っ
て
、

も
と
は
「
見
え
な
い
人
」
と
す
る
予
定
だ
っ
た
ら
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
透
明
人
間
」
で
は
な
い
。
本
文
中
に
お
い
て
も
、
例
え
ば

　
　

�

何た

人れ

で
も
動ど
う

物ぶ
つ

の

─
組そ
し

織よ
く

を

─
透と
う

明め
い

に
す
る
こ
と
が
出で

来き

る
！　

何た

人れ

で
も
見み

え
な
く
な
る
こ
と
が
出で

来き

る
。
色い
ろ

以い
ぐ

外わ
い

の
も
の
な

ら
何な
ん

で
も
出で

来き

る
。
自じ

分ぶ
ん

は
見み

え
な
く
な
る
こ
と
が
出で

来き

る
の
で
あ
る
！�

（
第
十
九
章　

二
二
一
頁
）
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�O
ne could m

ake an anim
al

─a tissue

─transparent! O
ne could m

ake it invisible! A
ll except the pigm

ents. I 

could be Invisible! �

（『T
he invisible m

an

』
初
刊
本
）

　
　
　

�
そ
う
だ
動
物
を
透
明
に
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
色
素
を
除
い
て
す
べ
て
の
組
織
体
を
透
明
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
私
自

身
を
透
明
に
す
る
こ
と
だ
っ
て
可
能
な
ん
だ
！�

（
岩
波
文
庫
翻
訳　

一
四
八
頁
）

と
い
う
よ
う
に
、「invisible

」
で
な
く
「transparent

」
に
対
し
て
「
透
明
」
と
い
う
訳
語
が
使
わ
れ
て
は
い
る
が
、「
透
明
人
間
」
は
ど

こ
に
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
先
に
挙
げ
た
戦
中
戦
後
の
翻
訳
が
「
透
明
人
間
」
と
和
訳
す
る
箇
所
は
、
例
え
ば

　
　

見イ
ン
ヴ
イ
ジ
ブ
ル
マ
ン

え
な
い
人
は
立た

ち
上あ
が

つ
て
少ち
ひ

さ
い
書し
よ

斎さ
い

を
歩あ
る

き
出だ

し
た
。�

（
第
十
九
章　

二
二
一
頁
）

　
　
　
　

T
he Invisible M

an rose and began pacing the little study.  �

（『T
he invisible m

an

』
初
刊
本
）

　
　
　
　

透
明
人
間
は
立
ち
あ
が
っ
て
小
さ
い
書
斎
の
な
か
を
歩
き
始
め
た
。�

（
岩
波
文
庫
翻
訳　

一
四
八
頁
）

の
よ
う
に
、「
見
え
な
い
人
」
と
直
訳
し
「
イ
ン
ヴ
イ
ジ
ブ
ル
マ
ン
」
と
ル
ビ
を
付
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
の
槇
尾
赤
霧
『
透
明
の
人
間
』（『
キ
ン
グ
』
四-

一
〇
・
一
一
、
昭
和
三
年
十
～
十
一
月　

→
鮎
川
哲

也
編
『
透
明
人
間
大
パ
ー
テ
ィ
』〈
講
談
社
文
庫
、昭
和
六
十
年
〉
に
収
載
）
は
、ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
翻
案
模
倣
作
だ
が
（
上
掲
鮎
川
編
書
「
解

説
」
等
参
照
）、
タ
イ
ト
ル
を
「
透
明
の8

人
間
」
と
す
る
し
、
本
文
中
に
お
い
て
も
「
透
明
人
間
」
は
全
く
使
う
こ
と
な
く
、

　

・「
透
明
の
人
間
だ
っ
て
」「
そ
う
で
す
。
僕
は
透
明
の
人
間
な
ん
で
す
」

　

・
透
明
の
人
は
不
意
に
走
り
よ
っ
て
、
博
士
の
手
を
取
っ
た
。

　

・
世
間
の
人
は
透
明
体
の
人
間
の
存
在
と
云
う
こ
と
に
就
い
て
は
半
信
半
疑
ら
し
い

な
ど
と
し
て
い
る
。「
透
明
人
間
」
が
、
少
な
く
と
も
熟
語
と
し
て
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
そ
の
状
況

が
違
っ
て
く
る
の
は
、
本
作
の
五
、
六
年
後
の
こ
と
で
あ
る
ら
し
い
。
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昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
を
原
作
と
し
た
映
画
が
ア
メ
リ
カ
で
制
作
さ
れ
、
翌
昭
和
九
年
の
三
月
十
三
日
に
大
阪
松
竹

座
で
封
切
ら
れ
た
。
そ
の
際
、「
透
明
人
間
」
の
訳
語
が
当
て
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
の
『
キ
ネ
マ
旬
報
』
第
４
９
８
号
の
「
外
国
映

画
紹
介
」
欄
、『
キ
ネ
マ
週
報
』
第
１
９
２
号
の
「〈
外
国
各
社
〉
新
封
切
映
画
紹
介
」
欄
に
、
映
画
『
透
明
人
間
』
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
前

者
第
５
０
２
号
の
「
主
要
外
国
映
画
批
評
」
欄
で
は
「
興
行
価
値　

絶
大
。
…
…
封
切
館
に
於
て
三
週
続
映
し
て
終
始
大
好
評
を
収
め
」
な

ど
と
評
さ
れ
て
い
る
。
翌
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
の
寺
田
寅
彦
『
自
由
画
稿
』（
岩
波
文
庫
『
寺
田
寅
彦
随
筆
集
』）
十
二
「
透
明
人
間
」
は
、

最
初
に
「
映
画
『
透
明
人
間
』
と
い
う
の
が
封
切
り
さ
れ
た
と
き
に
は
題
材
が
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
相
当
な
好
奇
的
人
気
を
呼
ん
だ
よ
う

で
あ
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
訳
語
「
透
明
人
間
」
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
「
疑
問
」
を
呈
し
て
も
い
る
。

　
　

�

こ
の
映
画
を
見
て
い
る
う
ち
に
自
分
に
は
い
ろ
い
ろ
の
瑣さ

末ま
つ

な
疑
問
が
お
こ
っ
た
。
第
一
に
は
、
こ
の
「
透
明
人
間
」
と
い
う
訳
語
が

原
名
の
「
イ
ン
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
マ
ン
」（
不
可
視
人
間
）
に
相
当
し
て
い
な
い
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
で
あ
っ
た
。「
透
明
」
と
「
不

可
視
」
と
は
物
理
学
的
に
だ
い
ぶ
意
味
が
ち
が
う
。
た
と
え
ば
極
上
等
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
や
水
晶
は
ほ
と
ん
ど
透
明
で
あ
る
。
し
か
し

決
し
て
不
可
視
で
は
な
い
。
…
…
「
透
明
人
間
」
と
い
う
訳
語
が
不
適
当
な
こ
と
だ
け
は
明
白
な
よ
う
で
あ
る
。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
）
は
「
透
明
人
間
」
を
立
項
し
、「
姿
・
形
が
目
に
見
え
ず
、
声
だ
け
聞
こ
え
る
と
い
う
、
Ｓ
Ｆ

な
ど
に
登
場
す
る
空
想
上
の
人
物
」
と
し
て
、
映
画
封
切
か
ら
約
半
年
前
後
、『
新
青
年
』
昭
和
八
年
七
～
十
二
月
号
に
連
載
さ
れ
た
獅
子

文
六
『
金
色
青
春
譜
』（
獅
子
文
六
全
集
１
）
秋
琴
抄
の
用
例
「
そ
の
美
し
さ
と
云
っ
た
ら
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
を
透
明
人
間
に
し
た
っ
て
、

小
野
の
小
町
が
ア
モ
ー
ル
・
ス
キ
ン
を
使
っ
た
っ
て
、
と
て
も
足
許
に
及
ぶ
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
と
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
の
安
部

公
房
『
他
人
の
顔
』
の
用
例
を
挙
げ
る
。
獅
子
文
六
の
同
作
品
に
は
も
う
一
例
、「
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
奥
の
間
生
活
の
細
か
い
こ
と
ま
で
外
へ

洩
れ
る
の
で
、
こ
れ
は
透
明
人
間
の
仕
業
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
彼
女
も
不
気
味
に
思
い
ま
し
た
」（「
緑
の
地
平
線
」）
と
見
ら
れ
も
す
る
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
は
、
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
パ
ビ
リ
オ
ン
の
一
つ
「
透
明
人
間
館
」
に
お
い
て
「
透
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明
人
間
模
型
」
が
展
示
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
ス
ピ
ー
ド
漫
画
『
透
明
人
間
』（
中
村
惣
次
郎
著
作
兼
発
行
、中
村
書
店
）
も
刊
行
さ
れ
た
し
、『
古

川
ロ
ッ
パ
昭
和
日
記
』（
晶
文
社
、
昭
和
六
十
二
年
）
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
四
月
十
六
日
条
に
「
包
帯
で
す
っ
か
り
く
る
ん
で
、

…
…
透
明
人
間
の
姿
で
」
と
記
さ
れ
て
い
た
り
も
す
る
。
先
の
槇
尾
『
透
明
の
人
間
』
は
、
昭
和
十
五
、六
年
発
行
の
『
逓
信
協
会
雑
誌
』

三
八
六
・
三
九
一
号
に
『
透
明
人
』
と
改
題
の
う
え
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
意
図
的
な
の
か
否
か
「
本
稿
は
、
昔
僕
が
雑
誌
『
キ
ン
グ
』
に

連
載
し
た
科
学
小
説
『
透
明
人
間
』
の
構
想
を
追
つ
て
こ
れ
を
圧
縮
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
最
初
に
注
記
し
て
い
る
。
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
に
は
冒
頭
に
掲
げ
た
通
り
、「
透
明
人
間
」
の
訳
語
を
冠
し
た
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
翻
訳
本
が
、
ウ
ェ
ル
ズ
科
学
小
説
叢
書
の
一

冊
と
し
て
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
戦
後
に
な
っ
て
昭
和
二
十
年
代
の
半
ば
ご
ろ
以
降
、「
透
明
人
間
」
作
品
な
ど
が
次
々
と
出
現

し
て
く
る
。
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
『
Ｐ
．Ｔ
．Ａ
．世
界
少
年
』
五-

一
に
は
、
小
川
哲
男
画
の
漫
画
『
い
た
ず
ら
ぶ
ん
ち
ゃ
ん

の
透
明
人
間
』
が
掲
載
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
特
撮
で
知
ら
れ
た
円
谷
英
二
の
戦
後
復
帰
作
で
あ
る
大
映
映
画
『
透
明
人
間
現
わ
る
』（
安
達

伸
生
監
督
）
が
上
映
さ
れ
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
東
宝
映
画
『
透
明
人
間
』（
小
田
基
義
監
督
）
も
生
み
出
さ
れ
た
。
右
大

映
映
画
が
上
映
さ
れ
た
昭
和
二
十
四
年
に
は
、
学
習
雑
誌
『
小
学
六
年
』（
二
葉
書
店
）
に
お
い
て
土
岐
雄
三
の
小
説
『
透
明
人
間
』
の
連

載
が
始
ま
る
し
、
大
阪
の
榎
本
書
店
が
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ン
ガ
『
透
明
人
間
』（
西
岡
英
志
著
）
と
ス
ク
リ
ー
ン
マ
ン
ガ
『
透
明
人
間
』（
著
者
未

詳
）
を
刊
行
し
た
（
後
者
は
翌
年
に
、子
供
マ
ン
ガ
文
庫
『
謎
の
透
明
人
間
』
と
し
て
も
刊
行
）。
同
年
刊
行
の
『
ス
ー
パ
ー
マ
ン
』（
コ
ミ
ッ

ク
ス
社
）
に
は
「
透
明
人
間
の
“
見
え
ざ
る
犯
罪
”」
の
章
、
翌
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
の
南
洋
一
郎
『
緑
の
金
字
塔
（
密
林
遠
征

の
巻
）』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
）
に
は
「
透
明
人
間
か
？
」
の
章
が
あ
り
、
後
者
と
同
じ
年
の
『
玉
川
児
童
百
科
大
辞
典
』
3
（
玉
川
大

学
出
版
部
）
に
は
「
人
造
人
間
と
透
明
人
間
」
と
い
う
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
共
に
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
発
表
さ

れ
た
、
江
戸
川
乱
歩
『
透
明
怪
人
』（
光
文
社
文
庫
「
江
戸
川
乱
歩
全
集
」
16
）
に
「
大
友
君
は
、
い
つ
の
ま
に
か
、
透
明
人
間
に
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
」、安
部
公
房
『
壁
』（
阿
部
公
房
全
集
2
）「
バ
ベ
ル
の
塔
の
狸
」
に
「
ぼ
く
は
透
明
人
間
に
な
っ
た
の
だ
！
」
と
見
え
る
。
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さ
ら
に
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
一
月
の
『
小
学
六
年
生
』（
小
学
館
）
六-

一
〇
か
ら
三
号
に
亘
っ
て
、
夢
野
凡
天
の
漫
画
『
透

明
人
間
』
が
連
載
さ
れ
て
も
い
る
。
海
野
十
三
は
、「
透
明
人
間
」
と
い
う
「
非
科
学
的
な
訳
語
を
好
ま
ず
」、
昭
和
二
十
二
～
三
年
の
『
ふ

し
ぎ
国
探
検
』（
海
野
十
三
全
集
12
）
で
は
ド
ク
タ
ー
・
ケ
ン
プ
に
「
透
明
と
い
う
ん
で
は
な
い
。
ほ
ん
と
う
は
見
え
な
い
人
だ
」
と
言
わ

せ
て
お
り
（
同
上
全
集
2
所
載
長
山
靖
生
「
解
題
」）、
実
際
、
映
画
封
切
の
前
年
、
昭
和
八
年
発
表
の
『
赤
外
線
男
』（
同
上
全
集
2
）
に

は
赤
外
線
で
し
か
見
え
な
い
男
が
登
場
す
る
も
の
の
「
透
明
人
間
」
と
い
う
語
は
出
て
こ
な
い
。
し
か
し
一
方
で
、『
ふ
し
ぎ
国
探
検
』
と

ほ
ぼ
同
時
の
昭
和
二
十
三
年
発
表
の
『
透
明
猫
』（
同
上
全
集
13
）
に
は
「
透
明
人
間
」
を
登
場
さ
せ
て
い
る
し
、昭
和
二
十
七
年
に
は
『
透

明
人
間
』
と
題
す
る
作
品
を
発
表
し
て
も
い
る
（
山
王
書
房
、
さ
く
ら
文
庫　

上
記
全
集
未
収
録
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
寺
田
寅
彦
の
「
疑
問
」
に
も
拘
わ
ら
ず
、
映
画
封
切
以
降
に
「
透
明
人
間
」
が
、
児
童
書
を
一
つ
の
軸
と
し
つ
つ
、
急

速
に
流
布
し
完
全
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。『
朝
日
新
聞
』
や
『
読
売
新
聞
』
に
お
い
て
も
、昭
和
九
年
の
映
画
封
切
以
前
に
は
「
透

明
人
間
」
が
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
後
に
は
散
見
さ
れ
る
（
朝
日
新
聞
ク
ロ
ス
サ
ー
チ
、
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
）。
ま
た
、
冒
頭
に
列
挙
し

た
通
り
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
戦
中
戦
後
の
翻
訳
な
ど
が
「
透
明
人
間
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
変
わ
ら
ず
有
す
る
こ
と
に
な
る
。「
透
明
人
間
」

と
い
う
語
は
、
映
画
化
さ
れ
た
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
訳
語
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
い
だ
ろ
う（

（
（

。
そ
し
て
、
そ
の
映
画
が
封
切

ら
れ
た
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
を
、「
透
明
人
間
」
誕
生
の
年
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
本
年
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）

は
、「
透
明
人
間
」
誕
生
九
十
周
年
の
、
記
念
す
べ
き
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二　

透
明
人
間
は
「
全
裸
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
」

　

さ
て
、三
年
前
の
本
誌
第
二
十
号
に
収
載
の
拙
稿
「
不
可
逆
性
透
明
人
間
あ
ら
わ
る
！

─
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話

─
」（
以

下
、「
前
稿
」）
で
は
、「
透
明
人
間
」
以
前
の
『
今
昔
物
語
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
十
六
第
32
話
「
隠
形
男
、
依
六
角
堂
観
音
助
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顕
身
語
」
を
、「
透
明
人
間
」
以
後
の
平
成
二
十
七
年
の
奥
田
亜
希
子
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』（
集
英
社　

→
令
和
二
年

集
英
社
文
庫
）
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
前
者
に
お
け
る
不
可
逆
性
透
明
人
間
と
い
う
べ
き
も
の
を
透
明
人
間
の
文
化
史
の
な
か
に
位
置
付

け
ら
れ
な
い
か
と
模
索
し
た
。
両
者
に
登
場
す
る
透
明
人
間
に
つ
い
て
、『
今
昔
物
語
集
』
当
該
話
の
そ
れ
が
現
実
世
界
に
お
け
る
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
て
、『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
の
そ
れ
が
妄
想
の
中
の
も
の
で
あ
っ
た
り
比
喩
上
の
も
の
で
あ
っ
た
り
す

る
と
い
う
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
通
常
の
透
明
人
間
と
は
異
な
る
、
姿
だ
け
で
な
く
声
も
透
明
に
な
っ
て
い
て
他
者
に
届
か
な
い

点
や
、
身
体
が
見
え
な
い
だ
け
で
な
く
実
体
を
失
っ
て
も
い
る
点
に
お
い
て
、
共
通
あ
る
い
は
類
似
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
い
た
の
だ
が
、

本
稿
で
は
、
右
の
根
本
的
な
違
い
と
は
別
に
存
す
る
、
透
明
人
間
と
し
て
の
性
格
の
違
い
に
、
ま
ず
は
着
目
し
た
い
。

　
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
の
主
人
公
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
極
め
て
乏
し
い
孤
独
な
二
十
三
歳
の
実
緒
。

一
人
の
若
い
男
が
自
分
の
デ
ビ
ュ
ー
作
を
大
型
書
店
で
手
に
し
た
の
を
目
撃
し
て
以
降
、
掌
編
の
小
説
を
書
い
て
は
男
が
住
む
某
マ
ン
シ
ョ

ン
２
０
４
号
室
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
続
け
る
と
と
も
に
、
透
明
人
間
に
な
っ
て
２
０
４
号
室
を
訪
れ
る
と
い
う
妄
想
に
耽
る
よ
う
に
な
る
。
そ

れ
と
と
も
に
一
方
で
、
誰
も
見
て
い
な
い
自
分
は
以
前
か
ら
ず
っ
と
透
明
人
間
だ
っ
た
の
だ
と
悟
り
、
自
室
で
は
全
裸
で
過
ご
し
た
り
す
る
。

そ
の
全
裸
生
活
に
入
る
際
の
こ
と
が
、

　
　

�

上
か
ら
順
に
バ
ス
タ
オ
ル
で
身
体
を
拭
い
て
い
く
。
…
…
最
後
に
足
の
裏
を
拭
い
、
全
裸
の
ま
ま
洋
間
に
戻
っ
た
。
着
替
え
を
出
そ
う

と
衣
装
ケ
ー
ス
に
手
を
か
け
た
と
き
、
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
に
、
意
識
が
く
っ
き
り
と
し
た
。
私
に
服
な
ん
て
い
ら
な
い
。
実
緒
は
改

め
て
腹
の
あ
た
り
を
見
下
ろ
し
た
。
自
分
は
透
明
人
間
だ
。
ど
う
せ
誰
も
自
分
を
見
な
い
。
誰
か
ら
も
見
え
や
し
な
い
。
し
か
も
季
節

は
夏
だ
。
防
寒
の
必
要
も
な
い
。
こ
の
身
体
を
布
で
覆
う
意
味
は
、
き
っ
と
な
に
一
つ
な
い
。�

（
文
庫
版　

三
九
～
四
〇
頁
）

と
記
さ
れ
る
。
実
線
部
は
、
例
え
ば
浦
賀
和
宏
『
透
明
人
間
』（
講
談
社
、
平
成
十
五
年
）
に
「
や
っ
ぱ
り
私
は
、
透
明
人
間
な
の
だ
。
誰

に
も
、
見
え
な
い
。
誰
か
ら
も
相
手
に
さ
れ
な
い
」（
七
五
頁
、
七
八
頁
）
と
繰
り
返
さ
れ
る
の
と
同
様
の
、
孤
独
な
自
ら
を
透
明
人
間
に
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比
喩
し
た
表
現
と
し
て
あ
り
が
ち
な
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
波
線
部
と
併
せ
て
、
全
裸
生
活
に
入
る
理
由
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
、
そ
の
理
由
は
、
衣
服
を
纏
う
必
要
性
、
意
味
が
な
い
か
ら
、
結
果
的
に
全
裸
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
全
裸
そ
の
も
の
に
何

ら
か
の
必
要
性
、
意
味
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
根
本
的
、
積
極
的
な
理
由
と
は
言
い
難
い
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
全
裸
生
活
に
入
っ
て
か
ら
暫
く
の
様
子
が
、

　

・�

裸
で
生
活
し
て
い
れ
ば
、
当
然
面
倒
な
こ
と
も
あ
る
。
ゴ
ミ
出
し
程
度
の
外
出
で
も
、
い
ち
い
ち
着
衣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…

手
間
の
わ
り
に
服
を
着
て
い
る
時
間
は
短
く
、
自
分
は
一
体
な
に
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
虚む
な

し
く
な
る
瞬
間
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
こ
そ
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
な
の
だ
。
透
明
人
間
が
服
を
着
て
ど
う
す
る
の
か
。�

（
文
庫
版　

四
一
頁
）

　

・�

バ
ス
タ
オ
ル
で
全
身
を
拭
き
な
が
ら
、
服
を
着
よ
う
か
考
え
た
。
着
た
く
な
い
、
と
い
う
の
が
率
直
な
思
い
だ
っ
た
。
体
調
が
優
れ
な

い
か
ら
こ
そ
、
肉
を
締
め
つ
け
た
り
皮
膚
を
塞
い
だ
り
す
る
こ
と
に
気
が
進
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
、
若
干
の
意
地
と
矜き
よ
う

持じ

も
あ
っ
た
。

自
分
は
透
明
人
間
で
、
全
裸
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
だ
と
思
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
を
月
経
く
ら
い
で
簡
単
に
撤
回
し
て
い
い
も
の
か
。

�

（
文
庫
版　

七
六
～
七
七
頁
）

と
描
写
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、
単
に
衣
服
の
必
要
性
の
問
題
だ
け
で
は
済
ま
な
い
、
全
裸
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
窺
え
よ
う
。
そ
も
そ
も

透
明
人
間
に
と
っ
て
は
全
裸
が
「
本
来
あ
る
べ
き
姿
」（
二
重
傍
線
部
）
で
あ
っ
て
、
自
ら
を
透
明
人
間
で
あ
る
と
自
認
す
る
実
緒
が
、
透

明
人
間
た
る
べ
く
全
裸
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
全
裸
生
活
を
送
る
、
よ
り
根
本
的
な
理
由
が
、
そ
こ
に
あ
る
。
あ
る
い
は
、
全
裸
生

活
を
重
ね
る
に
従
っ
て
、
そ
う
い
う
理
由
を
実
緒
が
見
出
し
て
い
っ
て
い
る
。
実
際
に
透
明
人
間
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
実
緒

の
中
で
、
あ
る
い
は
作
家
の
中
で
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
全
裸
が
透
明
人
間
と
強
く
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
ら
し
い
。

　

一
方
、『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
で
は
、
ま
だ
若
い
青
侍
の
男
が
、
大
晦
日
の
夜
更
け
に
一
条
戻
橋
で
鬼
た
ち
に
唾
を
吐
き
か
け

ら
れ
て
、
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。
帰
宅
し
た
男
を
見
て
も
、
ま
た
男
が
話
し
か
け
て
も
、
あ
る
い
は
男
が
近
寄
っ
て
も
、
妻
子
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が
何
の
反
応
も
し
な
い
の
で
、「
早
ウ
、
鬼
共
ノ
我
ニ
唾
ヲ
吐
キ
懸
ツ
ル
ニ
依
テ
、
我
ガ
身
ノ
隠
レ
ニ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
」
と
気
付
く
の

で
あ
る
。「
身
ノ
隠
レ
ニ
ケ
ル
」
は
、「
所
謂
透
明
人
間
の
よ
う
に
、
身
体
が
見
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
い
う
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
・

脚
注
）
に
違
い
な
い
。
そ
の
後
、
男
は
六
角
堂
観
音
の
夢
告
に
従
い
、
疫
病
神
の
類
の
眷
属
ら
し
い
牛
飼
童
の
言
う
ま
ま
に
し
て
、
も
と
の

姿
を
取
り
戻
す
。
こ
の
話
の
ど
こ
に
も
、
男
が
全
裸
で
あ
る
と
か
全
裸
に
な
っ
た
と
か
い
う
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
窺

わ
せ
る
よ
う
な
記
述
も
な
い
。
男
は
自
分
が
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
で
帰
宅
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
普
段
通
り

に
外
出
時
そ
の
ま
ま
の
衣
服
を
身
に
付
け
て
妻
子
と
対
面
し
た
の
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
も
と
の
姿
を
取
り
戻
す
場
面
に
は

　
　

�

僧
ハ
不
動
ノ
火
界
ノ
呪
ヲ
読
テ
、
病
者
ヲ
加
持
ス
ル
時
ニ
、
男
ノ
着
物
ニ
火
付
ヌ
。
只
焼
ニ
焼
ク
レ
バ
、
男
音
ヲ
挙
テ
叫
ブ
。
然
レ
バ
、

男
真
顕
ニ
成
ヌ
。

と
あ
る
の
で
、
そ
の
時
点
に
着
衣
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
鬼
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
た
際
の
衣
服
と
同
じ
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、

そ
れ
以
降
姿
を
取
り
戻
す
ま
で
、
常
に
何
ら
か
の
衣
服
を
身
に
付
け
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
い
。
本
話
を
潤
色
・
絵
本
化
し
た
『
鬼
ぞ

ろ
ぞ
ろ
』（
舟
崎
克
彦
文
、
赤
羽
末
吉
絵
、
偕
成
社
、
昭
和
五
十
三
年
）
も
、
終
始
着
衣
し
た
姿
に
男
を
描
く
。

　

こ
こ
に
、
全
裸
を
透
明
人
間
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
と
す
る
「
透
明
人
間
」
以
後
の
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
に
対
し
て
、

透
明
人
間
な
る
も
の
と
全
裸
と
が
全
く
結
び
付
い
て
い
な
い
「
透
明
人
間
」
以
前
の
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
、
と
い
う
違
い
が
、

浮
か
び
上
が
る
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
は
、
そ
れ
ら
両
者
に
限
っ
て
の
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

三　

着
衣
透
明
人
間
か
ら
全
裸
透
明
人
間
へ

　

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
の
香
山
滋
『
白
蛾
』（
岩
谷
書
店
刊
『
怪
異
馬
霊
教
』
収
載　

→
前
出
鮎
川
編
書　

香
山
滋
全
集
１
）
に

は
「
透
明
人
間
」
と
い
う
語
は
出
て
こ
な
い
が
、
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
た
公
爵
夫
人
に
つ
い
て
、
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�
彼
は
、
姿
な
き
姿
を
ま
さ
ぐ
っ
て
、
夫
人
の
頬
を
両
手
で
は
さ
ん
だ
。
─
─
は
っ
き
り
と
掌
に
感
じ
ら
れ
る
夫
人
の
頬
、
そ
し
て
肩
、
胸
、

腰

─
夫
人
は
何
も
着
て
い
な
い
、
全
裸
で
あ
る
！

と
記
す
。
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
の
草
野
唯
雄
『
透
明
願
望
』（『
小
説
宝
石
』
昭
和
五
十
一
年
十
一
月　

→
前
出
鮎
川
編
書
）
も
、

不
意
に
透
明
人
間
に
出
く
わ
し
た
際
の
状
況
を
「
そ
の
手
が
、
不
意
に
何
か
に
つ
き
当
た
っ
た
。
温
か
く
て
弾
力
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
私

は
ギ
ョ
ッ
と
し
て
手
を
ひ
っ
こ
め
た
。
ど
う
考
え
て
も
そ
れ
は
人
間
の
皮
膚
感
で
あ
っ
た
」
な
ど
と
描
い
て
い
る
。
手
に
触
っ
た
透
明
人
間

は
、
や
は
り
全
裸
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
の
阿
津
川
辰
海
『
透
明
人
間
は
密
室
に
潜
む
』（『
ジ
ャ
ー
ロ
』
六
二　

→
令
和
二
年
光
文
社
刊
同
タ
イ
ト

ル
単
行
本
に
収
載
）
は
、
透
明
人
間
病
が
蔓
延
し
、
そ
の
患
者
に
は
衣
服
を
着
る
な
ど
し
て
自
ら
を
非
透
明
に
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
、
と
い
う
設
定
の
Ｓ
Ｆ
ミ
ス
テ
リ
ー
。
そ
も
そ
も
そ
の
設
定
自
体
が
、
透
明
人
間
は
全
裸
で
あ
っ
て
こ
そ
透
明
人
間
で
あ
る
と
い
う

理
解
に
基
づ
い
て
も
い
る
。
そ
し
て
実
際
、
透
明
人
間
病
に
罹
患
し
て
い
る
あ
る
女
性
が
、
計
略
あ
っ
て
透
明
人
間
に
な
る
場
面
に
、

　
　

�

完
全
に
透
明
に
な
れ
ば
、
体
に
つ
い
た
汚
れ
は
す
べ
て
、
自
分
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
の
シ
グ
ナ
ル
に
な
る
。
食
後
の
歯
磨
き
、
歯
間
の

掃
除
な
ど
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
重
要
ご
と
に
な
っ
て
い
た
。
輪
を
か
け
て
悩
ま
し
か
っ
た
の
は
、
爪
の
下
に
溜た

ま
る
汚
れ
で
あ
る
。

…
…
爪
の
下
ま
で
綺き

麗れ
い

に
し
て
、
裸
の
ま
ま
鏡
の
前
に
立
っ
て
み
る
。
惚ほ

れ
惚ぼ

れ
す
る
よ
う
な
透
明
ぶ
り
だ
っ
た
。

と
あ
る
。
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
衣
服
は
も
ち
ろ
ん
、
歯
間
や
爪
の
下
の
汚
れ
ま
で
取
り
除
い
た
、
完
全
な
全
裸
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

完
全
な
透
明
人
間
に
な
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
先
出
ス
ク
リ
ー
ン
マ
ン
ガ
『
透
明
人
間
』（
昭
和
二
十
四
年
）
で
も
、「
と
う
め
い
ぐ
す
り
」

を
飲
ん
だ
悪
漢
が
「
き
も
の
を
み
ん
な
ぬ
い
で
し
ま
え
ば
お
れ
は
み
え
な
い
ぞ
」
と
言
っ
て
全
裸
に
な
る
。
ま
た
、『
ド
ラ
え
も
ん
』「
と
う

明
人
間
目
ぐ
す
り
」（
て
ん
と
う
虫
コ
ミ
ッ
ク
ス
第
8
巻
、
小
学
館
、
昭
五
十
年
）
で
は
、
と
う
明
人
間
目
ぐ
す
り
を
差
し
た
の
び
太
が
、「
服

を
ぬ
い
じ
ゃ
え
ば
、
だ
れ
に
も
見
つ
か
ら
ず
な
ん
で
も
で
き
る
」「
メ
ガ
ネ
を
か
け
ら
れ
な
い
の
が
ふ
じ
ゆ
う
だ
け
ど
」
と
言
っ
て
い
る
。
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全
裸
で
あ
っ
て
こ
そ
透
明
人
間
で
あ
る
と
い
う
意
識
は
、
実
緒
と
同
じ
く
の
び
太
に
も
あ
る
ら
し
い
。

　

そ
の
他
、
福
地
泡
介
「
透
明
人
間
現
わ
る
」（『
小
説
ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
』
三
二-

三
、
昭
和
五
十
四
年
）
で
は
、
博
士
に
透
明
人
間
に
な
る
薬
を

注
射
さ
れ
た
助
手
が
、
衣
服
を
脱
い
で
街
に
出
て
い
る
し
、
島
田
荘
司
『
透
明
人
間
の
納
屋
』（
講
談
社
、
平
成
十
五
年
）
で
も
、
透
明
人

間
は
全
裸
で
あ
る
と
い
う
理
解
が
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
数
限
り
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
先
に
挙
げ
た
浦
賀
『
透
明

人
間
』
で
は
、
小
学
生
の
少
女
が
「
透
明
人
間
は
か
ら
だ
が
透
明
だ
か
ら
、
ふ
く
を
ぬ
げ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
消
え
る
の
だ
」
と
日
記
帳
に
書

き
付
け
て
い
る
（
冒
頭
「
日
記
」
部
）。
同
じ
よ
う
な
理
解
は
、
現
代
人
の
間
に
も
か
な
り
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
近
年
の
作
品
の
透
明
人
間
と
違
っ
て
、
古
典
作
品
に
登
場
す
る
透
明
人
間
の
類
に
は
、
先
の
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話

以
外
に
目
を
向
け
て
も
、
全
裸
の
も
の
は
見
出
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

風
来
山
人
の
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
刊
『
風
流
志
道
軒
伝
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
巻
四
で
は
、
浅
之
進
が
、
仙
術
を
込
め
た
羽

扇
を
背
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
透
明
人
間
状
態
に
な
り
、
清
の
乾
隆
帝
の
宮
殿
に
忍
び
込
む
が
、
宰
相
の
計
略
に
よ
っ
て
姿
が
現
れ
る
場
面
に
、

　
　

�

容か
た
ち

は
さ
ら
に
見
へ
ざ
れ
ど
も
、
散
し
置
た
る
砂
の
上
、
足
跡
の
付
を
め
ど
に
し
て
、
忍
居
た
る
寓と
の
ゐ直
の
武
士
、
彼
火た
い
ま
つ把
を
な
げ
か
く

れ
ば
、
飛
ん
と
す
る
間
も
あ
ら
む
ざ
ん
や
、
惣
身
に
火
付
て
燃も
へ

上
れ
ば
、
浅
之
進
す
べ
き
様
な
く
、
急
ぎ
帯
を
引
ほ
ど
き
つ
ゝ
、
裸は
だ
か

に
な
り
て
飛
出
る
内
、
羽
扇
も
小
袖
も
一
時
に
み
な
〳
〵
灰
と
ぞ
成
た
り
け
れ
ば
、
丸
裸は
だ
か

の
浅
之
進
が
姿
忽こ
つ

然せ
ん

と
あ
ら
は
れ
て
、
始

て
人
目
に
か
ゝ
り
け
れ
ば
、
…
…

と
あ
る
。「
小
袖
」（
二
重
傍
線
部
）
を
身
に
付
け
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
火
が
付
い
た
の
で
帯
を
ほ
ど
い
て
（
実
線
部
）
裸
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
柳
亭
種
彦
の
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
刊
『
逢
州
執
着
譚
』
巻
三
で
は
、
星
影
土
右
衛
門
が
隠
形
の
術
に
よ
っ
て
透
明
人
間
状
態
に

な
る
も
の
の
、
月
光
に
照
ら
さ
れ
て
影
だ
け
が
く
っ
き
り
と
映
し
出
さ
れ
て
し
ま
う
が
、
そ
の
場
面
の
挿
絵
の
描
く
影
が
明
ら
か
に
衣
服
を

身
に
付
け
て
い
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
着
衣
の
ま
ま
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
に
違
い
な
い
。
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『
今
昔
物
語
集
』
巻
四
第
24
話
「
竜
樹
、
俗
時
、
作
隠
形
薬
語
」
で
は
、
竜
樹
が
二
人
の
俗
人
と
と
も
に
、「
隠
形
ノ
薬
ヲ
造
」
り
「
形
ヲ

隠
シ
テ
、
人
見
ル
事
無
シ
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
て
、
王
宮
に
入
り
后
達
を
犯
す
が
、
最
後
は
足
跡
を
手
掛
か
り
と
す
る
兵
士
た
ち
に
よ
っ

て
竜
樹
以
外
は
斬
ら
れ
る
。
着
衣
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
特
に
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
全
裸
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
も
な

い
。
前
者
の
よ
う
な
記
述
は
、
着
衣
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
が
通
常
の
こ
と
と
し
て
特
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
後
者
の
如
き

記
述
は
、
殊
更
全
裸
に
な
っ
て
い
た
の
な
ら
加
え
ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
竜
樹
ら
は
、
普
段
と
変
わ
ら
ず
着
衣
し
た

ま
ま
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
う
推
測
さ
れ
る
の
は
、『
打
聞
集
』
第
13
話
や
『
古
本
説
話
集
』
第
63
話
に
載

る
同
話
、『
真
言
伝
』
巻
一
「
竜
猛
」
や
『
三
国
伝
記
』
巻
二
第
19
話
に
載
る
、
よ
り
原
拠
に
近
い
形
の
同
話
、
さ
ら
に
は
そ
の
原
拠
の
『
竜

樹
菩
薩
伝
』
所
載
話
な
ど
に
お
い
て
も
、
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
刊
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』（
国
書
刊
行
会

刊
影
印
）
巻
一
は
同
話
を
記
述
す
る
と
と
も
に
、
王
宮
に
入
っ
た
竜
樹
ら
が
兵
士
た
ち
に
撃
退
さ
れ
る
場
面
の
挿
絵
（
後
掲
図
1
）
を
掲
げ

る
が
、
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
い
る
「
竜
樹
」
と
三
人
の
「
隠
形
徒
」
は
、
明
ら
か
に
衣
服
を
身
に
付
け
た
姿
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の

こ
と
は
、
時
代
の
下
る
も
の
と
は
言
え
、
右
の
推
測
を
視
覚
的
に
支
持
し
て
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、
着
衣
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
全
裸
に
な
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
も
な
い
と
い
う
事
例
は
、

数
多
い
。
狂
言
『
居
杭
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
も
そ
の
一
例
で
、
清
水
寺
の
観
音
か
ら
授
か
っ
た
頭
巾
の
効
力
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
居

杭
は
そ
れ
を
被
り
、
亭
主
の
反
応
を
見
て
自
分
が
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
全
裸
に
な
る
こ

と
を
発
想
す
る
わ
け
も
な
く
、
当
然
、
着
衣
し
た
ま
ま
頭
巾
を
被
っ
て
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
無
論
、
居
杭
が
衣
服

を
脱
ぐ
所
作
が
舞
台
上
で
演
じ
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。『
因
縁
抄
』（
古
典
文
庫
）
第
20
話
に
お
い
て
も
、
鬼
の
死
体
か
ら
奪
っ
た
蓑
を
、
そ

れ
が
隠
れ
蓑
だ
と
知
ら
ず
に
男
が
身
に
付
け
、
人
の
反
応
を
見
て
隠
れ
蓑
で
あ
る
と
気
付
く
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り
全
裸
に
な
る
こ
と
を
発

想
す
る
わ
け
も
な
い
。
あ
る
い
は
、『
沙
石
集
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
巻
九
第
20
話
「
天
狗
、
人
に
真
言
教
へ
た
る
事
」
に
お
い
て
、
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何
者
か
が
大
勢
や
っ
て
来
る
の
を
恐
れ
て
、
真
言
師
が
「
隠
形
の
印

8

8

8

8

を
結
び
て
、
気
を
鎮
め
て
、
居
て
見
る
」
と
い
う
行
動
に
出
て
い
る
が
、

仮
に
全
裸
に
な
っ
て
も
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
旨
の
記
述
が
こ
の
記
事
の
前
後
に
加
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が

見
え
な
い
の
は
、
着
衣
し
た
ま
ま
だ
か
ら
に
違
い
あ
る
ま
い
。
真
言
師
が
結
ん
だ
と
い
う
「
隠
形
の
印

8

8

8

8

」
は
「
身
を
隠
す
た
め
に
摩
利
支
天

を
本
尊
と
し
て
結
ぶ
印
契
」（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
・
頭
注
）
と
さ
れ
る
が
、
実
際
、『
仏
説
摩
利
支
天
経
』
や
『
兵
法
秘
術
一
巻
書
』、

南
北
朝
期
写
と
い
う
真
福
寺
蔵
『
隠
形
法
』
な
ど
に
具
体
的
あ
る
い
は
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る（

（
（

、
同
印
を
結
ん
で
隠
形
す
る
際
の
作
法
の
中

に
も
、
衣
服
を
脱
い
だ
り
全
裸
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
所
作
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

右
の
如
く
に
し
て
古
典
作
品
に
お
け
る
透
明
人
間
類
の
事
例
を
見
て
い
く
に
、
す
べ
て
尽
く
せ
て
い
る
わ
け
で
は
無
論
な
く
管
見
の
限
り

に
お
い
て
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
全
裸
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
着
衣
し
た
ま
ま
衣
服
ご
と
透
明

人
間
状
態
に
な
る
の
を
「
着
衣
透
明
人
間
」
と
称
す
る
な
ら
ば
、
古
典
作
品
に
登
場
す
る
の
は
い
ず
れ
も
着
衣
透
明
人
間
で
あ
っ
た
の
が
、

戦
後
に
は
全
裸
状
態
で
透
明
人
間
と
な
る
「
全
裸
透
明
人
間
」
が
出
現
し
て
く
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
着
衣
透
明
人
間
か
ら
全
裸
透

明
人
間
へ
と
、
透
明
人
間
が
衣
服
を
脱
ぎ
捨
て
全
裸
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
右
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
要
因
は
何
か
。
そ
れ
は
、
冒
頭
に
取
り
上
げ
た
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
だ
と
見
ら
れ
る
。
同
作
品
で
は
、

科
学
者
の
グ
リ
フ
ィ
ン
が
、
自
ら
開
発
し
た
「
血
液
の
脱
色
剤
」（
岩
波
文
庫
翻
刻　

一
五
九
頁
）
を
服
用
す
る
な
ど
し
て
、
自
身
の
身
体

を
見
え
な
い
存
在
に
変
え
る
。
無
論
、
そ
れ
は
身
体
の
み
に
作
用
す
る
の
で
あ
っ
て
、
衣
服
な
ど
が
見
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の

こ
と
は
、
ウ
ェ
ル
ズ
自
身
が
「
私
の
作
品
で
は
、
透
明
に
な
る
こ
と
は
魔
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
視
覚
の
科
学
を
応
用
す
る
結
果
で
あ
り
、

そ
れ
は
服
や
彼
に
降
り
か
か
る
い
か
な
る
も
の
に
も
及
ば
ず
。
ま
た
、
吸
収
さ
れ
る
前
の
食
べ
物
に
も
及
ば
な
い
」
と
述
べ
て
も
い
る（

（
（

。
結

果
、

　
　

�

透
明
人
間
は
突
然
椅
子
に
座
り
、
ス
リ
ッ
パ
や
靴
下
、
ズ
ボ
ン
を
食
卓
の
下
に
放
り
投
げ
た
。
人
々
は
啞
然
と
し
て
見
守
っ
て
い
た
が
、
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彼
は
立
ち
あ
が
っ
て
、
今
度
は
外
套
を
脱
ぎ
す
て
た
。
…
…
（
巡
査
）「
み
ん
な
脱
い
で
し
ま
う
と
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
ぞ
」

�

（
岩
波
文
庫
翻
訳　

六
六
頁
）

と
い
う
よ
う
な
事
態
が
描
か
れ
た
り
も
す
る
。
身
に
付
け
て
い
る
も
の
を
全
て
脱
ぎ
全
裸
に
な
る
と
、
そ
の
存
在
が
全
く
見
え
な
い
完
全
な

透
明
人
間
に
な
り
、「
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
」
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
に
見
た
戦
後
の
全
裸
透
明
人
間
と
同
じ
で
あ
る
。
ウ
ェ
ル
ズ

の
透
明
人
間
の
強
力
な
影
響
下
に
、
着
衣
し
て
い
た
透
明
人
間
が
、
戦
後
に
お
い
て
と
い
う
よ
り
も
、
先
述
の
槇
尾
赤
霧
『
透
明
の
人
間
』

の
よ
う
な
一
部
の
先
行
例
を
除
い
て
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
を
原
作
と
す
る
映
画
が
封
切
ら
れ
て
以
降
、
つ
ま
り
は
「
透
明
人
間
」
以
後
に
、
衣

服
を
脱
い
で
全
裸
に
な
っ
た
の
に
違
い
あ
る
ま
い
。

　

隠
れ
蓑
で
あ
れ
、
摩
利
支
天
法
で
あ
れ
、
仙
術
を
こ
め
た
羽
扇
で
あ
れ
、
ウ
ェ
ル
ズ
の
言
う
、「
科
学
」
以
前
の
「
魔
法
」
に
他
な
る
ま
い
。

竜
樹
ら
の
製
造
し
た
「
隠
形
ノ
薬
」
も
無
論
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
「
血
液
の
脱
色
剤
」
と
同
等
の
「
科
学
」
で
は
あ
り
得
ず
、「
魔
法
」
に

属
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
ウ
ェ
ル
ズ
の
Ｓ
Ｆ
作
品
が
導
入
し
た
「
科
学
」
が
、
着
衣
透
明
人
間
の
衣
服
を
脱
が
し
た
の
だ
と
も
言
え
よ
う
。
実

緒
も
、
そ
う
し
た
「
科
学
」
的
な
裏
付
け
の
も
と
に
、
透
明
人
間
は
「
全
裸
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

四　

可
視
化
す
る
全
裸
透
明
人
間

　

先
に
参
照
し
た
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』
所
載
の
絵
（
後
掲
図
1
）
は
、
隠
れ
た
り
逃
げ
回
っ
た
り
し
て
い
る
着
衣
透
明
人
間
を
描
い
た

も
の
だ
が
、
見
え
る
ま
ま
に
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
竜
樹
ら
着
衣
透
明
人
間
が
他
の
人
物
と
全
く
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
、

そ
の
う
え
で
、
透
明
人
間
で
あ
る
こ
と
を
示
す
べ
く
、
彼
ら
の
周
囲
に
多
く
の
「
・
」
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
着
衣
透
明
人
間
が
目
の
前
に

い
て
も
何
も
見
え
な
く
て
、
そ
の
背
後
の
風
景
が
た
だ
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
見
え
る
ま
ま
リ
ア
ル
に
描
こ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
風
景
を
描

く
し
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
透
明
人
間
の
様
子
な
ど
を
何
ら
伝
え
ら
れ
ず
、
そ
れ
で
、
上
の
よ
う
な
決
し
て
リ
ア
ル
で
は
な
い
描
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き
方
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
目
に
見
え
な
い
の
が
透
明
人
間
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
透
明
人
間
を
リ
ア
ル
に
見
え
る
ま
ま
に
描

こ
う
と
す
る
こ
と
自
体
に
無
理
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
元
来
の
着
衣
透
明
人
間
が
全
裸
透
明
人
間
へ
と
変
化
す
る
と
、
透
明
人
間
あ
る
い
は
「
不
可
視
人
間
」（
先
引
寺
田
寅
彦
『
自

由
画
稿
』）
が
リ
ア
ル
に
描
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
象
徴
的
に
示
す
の
は
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
『T

he invisible m
an

』
の
初
刊
本

の
表
紙
を
飾
る
絵
（
後
掲
図
2
）
で
あ
る
。
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
椅
子
と
ガ
ウ
ン
、
靴
、
グ
ラ
ス
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
透
明

人
間
の
存
在
を
確
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ガ
ウ
ン
を
着
て
椅
子
に
座
り
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
て
い
る
透
明
人
間
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ

の
よ
う
に
し
て
い
る
透
明
人
間
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
見
え
る
ま
ま
に
リ
ア
ル
に
描
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
全
裸
透
明
人
間
は
、
衣

服
な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
リ
ア
ル
に
描
き
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
右
の
絵
か
ら
は
、
寛
い
で
ゆ
っ
た

り
と
し
て
い
る
透
明
人
間
の
内
面
、
心
情
さ
え
も
、
あ
る
程
度
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
点
を
意
識
し
つ
つ
描
か
れ
た

と
思
わ
れ
る
、
着
衣
の
全
裸
透
明
人
間
の
絵
は
、
漫
画
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
に
無
数
に
見
ら
れ
る
。

　

無
論
、
絵
画
に
描
く
よ
う
な
場
合
に
限
ら
な
い
。
全
裸
透
明
人
間
は
、
衣
服
な
ど
を
身
に
付
け
れ
ば
、
そ
の
身
体
自
体
が
可
視
化
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
そ
の
存
在
が
他
者
に
視
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
可
視
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
先
引

箇
所
で
は
、「
透
明
人
間
は
突
然
椅
子
に
座
り
、
ス
リ
ッ
パ
や
靴
下
、
ズ
ボ
ン
を
食
卓
の
下
に
放
り
投
げ
た
。
…
…
」
と
あ
り
、
巡
査
が
「
み

ん
な
脱
い
で
し
ま
う
と
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
叫
ん
で
い
た
。
全
裸
に
な
る
と
視
認
で
き
な
く
な
っ
て
「
た
い
へ
ん
な
こ
と
に

な
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
逆
に
、「
ス
リ
ッ
パ
や
靴
下
、
ズ
ボ
ン
」
を
身
に
付
け
た
状
態
な
ら
ば
、
視
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
違

い
な
い
。
あ
る
い
は
、「
体
に
つ
い
た
汚
れ
」
も
「
自
分
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
の
シ
グ
ナ
ル
に
な
る
」（『
透
明
人
間
は
密
室
に
潜
む
』
先
引

箇
所
）。
透
明
人
間
か
ら
す
れ
ば
、「
服
を
着
よ
う
と
す
れ
ば
透
明
で
あ
る
意
味
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」（
岩
波
文
庫
翻
訳　

一
七
六
頁
）

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
裸
透
明
人
間
は
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
そ
れ
も
そ
う
だ
が
、
防
寒
の
た
め
や
、
他
者
か
ら
怪
し
ま
れ
な
い
よ
う
に
す



52

る
た
め
に
、
衣
服
な
ど
を
身
に
付
け
て
、
自
ら
可
視
化
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
着
衣
透
明
人
間
の
場
合
は
、
衣
服
な
ど
を
身
に
付
け
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
ご
と
見
え
な
く
な
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
視

認
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
主
人
公
の
男
は
、
妻
子
に
も
自
分
の
存
在
を
全
く
認
識
し
て
も
ら
え
な
い
で

悲
嘆
に
暮
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
鬼
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
た
結
果
、
男
が
着
衣
透
明
人
間
と
言
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
違

い
な
い
。
も
し
全
裸
透
明
人
間
で
あ
れ
ば
、
衣
服
な
ど
は
見
え
る
ま
ま
で
あ
っ
て
、
妻
子
ら
に
視
認
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

江
戸
川
乱
歩
『
透
明
怪
人
』
で
は
、
大
友
君
が
怪
老
人
に
よ
っ
て
透
明
人
間
に
さ
れ
た
と
思
い
込
ま
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
の
状
況
が
、

　
　

�　

怪
老
人
は
大
友
君
に
、
ね
む
り
ぐ
す
り
を
注
射
し
て
、
イ
ス
に
し
ば
り
つ
け
、
一
坪
ほ
ど
の
、
せ
ま
い
部
屋
に
と
じ
こ
め
た
。
そ
の

部
屋
に
は
、
一
方
の
壁
に
三
十
セ
ン
チ
四
方
ほ
ど
の
、
小
さ
い
鏡
が
、
は
め
こ
み
に
な
っ
て
い
た
。
大
友
君
が
目
を
さ
ま
す
と
、
そ
の

鏡
に
じ
ぶ
ん
の
胸
か
ら
上
が
、
う
つ
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
た
し
か
に
、
じ
ぶ
ん
の
学
生
服
だ
っ
た
が
、
ふ
し
ぎ
な
こ
と
に
、
顔
が
な
い
。

顔
の
あ
る
べ
き
場
所
に
は
、
う
し
ろ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
、
う
つ
っ
て
い
る
ば
か
り
だ
。

　
　

�　

両
手
を
イ
ス
の
う
し
ろ
に
、
し
ば
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
じ
ぶ
ん
の
顔
に
、
さ
わ
っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
友
君
は
、

し
か
た
が
な
い
の
で
、
し
ば
ら
れ
た
ま
ま
、
肩
を
う
ご
か
し
て
み
た
。
す
る
と
、
鏡
の
中
の
学
生
服
も
、
お
な
じ
よ
う
に
、
肩
を
う
ご

か
し
た
。
そ
れ
で
、
鏡
に
う
つ
っ
て
い
る
の
は
、
じ
ぶ
ん
に
ち
が
い
な
い
こ
と
が
、
わ
か
っ
た
。
大
友
君
は
す
っ
か
り
、
き
も
を
つ
ぶ

し
て
、
と
う
と
う
、
じ
ぶ
ん
も
透
明
人
間
に
さ
れ
た
も
の
と
、
思
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。　

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
し
か
け
」
が
、「
壁
に
は
め
こ
ん
で
あ
る
の
は
、
透
明
な
ふ
つ
う
の
ガ
ラ
ス
で
、
そ
の
お
く
に
、
は
す
に
、

ほ
ん
と
う
の
鏡
が
お
い
て
あ
る
の
だ
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
こ
の
ほ
う
に
、
大
友
君
と
お
な
じ
学
生
服
を
き
た
人
間
が
、
胸
か
ら
上
だ
け
う
つ

る
よ
う
に
、
イ
ス
に
か
け
、
顔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
と
同
じ
色
の
板
で
、
か
く
し
て
い
る
。
は
す
に
お
い
た
鏡
に
そ
れ
が
う
つ
る
と
、
大

友
君
の
目
に
は
、
首
の
な
い
じ
ぶ
ん
の
す
が
た
が
、
う
つ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
だ
。
大
友
君
が
肩
を
動
か
せ
ば
、
む
こ
う
の
人
間
も
、
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お
な
じ
よ
う
に
、
肩
を
う
ご
か
す
」
と
明
か
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
出
て
く
る
「
透
明
人
間
」
は
、
身
に
付
け
て
い
る
衣
服
は
通
常
と
同
じ
く
見
え
る
全
裸
透
明
人
間
で
あ
っ
て
、
右
の
ト
リ
ッ
ク
は
、

そ
う
し
た
全
裸
透
明
人
間
で
あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
ち
得
る
も
の
だ
ろ
う
。
全
裸
透
明
人
間
は
先
述
通
り
、
着
衣
す
れ
ば
、
身
体
そ
の
も
の
は

依
然
と
し
て
見
え
な
い
も
の
の
、
そ
の
存
在
は
視
認
で
き
る
、
と
い
う
状
態
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
大
友
君
は
、「
鏡
の
中
の
学
生
服
」
を

通
し
て
、「
顔
が
な
い
」
透
明
人
間
の
存
在
を
視
認
し
、
さ
ら
に
、
肩
を
動
か
し
て
、
そ
れ
が
「
じ
ぶ
ん
に
ち
が
い
な
い
」
と
確
信
し
て
い
る
。

旧
来
の
着
衣
透
明
人
間
で
あ
れ
ば
、「
鏡
」
に
映
る
の
は
専
ら
「
う
し
ろ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
」
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
こ
に
、

見
え
て
は
い
な
い
が
透
明
人
間
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
が
自
分
で
あ
る
と
は
、
少
年
探
偵
団
の
副
団
長
で
あ
る
大
友
君
が
信
じ
込
む
こ
と

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ウ
ェ
ル
ズ
に
よ
っ
て
全
裸
透
明
人
間
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
に
お
い
て
も
映
画
や
翻
訳
あ
る
い
は
模
倣
作

を
通
し
て
普
及
・
浸
透
し
て
い
た
。『
透
明
怪
人
』
自
体
に
も
、「
有
名
な
小
説
」
と
し
て
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
右
は
、

そ
う
し
た
状
況
を
基
盤
と
し
て
こ
そ
可
能
な
ト
リ
ッ
ク
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

五　

透
明
人
間
の
自
身
不
可
視
化

　

新
興
の
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
全
裸
透
明
人
間
と
、
旧
来
の
着
衣
透
明
人
間
と
の
間
に
は
ま
た
、
以
下
の
よ
う
な
違
い
が
認
め
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ル
ズ
作
品
は
、
グ
リ
フ
ィ
ン
が
最
初
に
透
明
人
間
に
な
っ
た
際
の
状
況
を
、

　
　

�

両
手
が
曇
り
ガ
ラ
ス
の
よ
う
に
な
り
、
見
て
い
る
間
に
ま
す
ま
す
透
明
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
は
手
を
透
し
て
乱
雑
に
散

ら
か
っ
た
部
屋
を
見
る
こ
と
も
で
き
た
。
眼
を
閉
じ
て
い
て
も
目
ぶ
た
が
透
明
な
の
で
否
応
な
し
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
手
や

脚
が
消
え
、
次
に
骨
や
血
管
も
消
え
、
最
後
に
小
さ
な
白
い
神
経
が
消
え
た
。�

（
岩
波
文
庫
翻
訳　

一
六
〇
頁
）

と
描
く
。
透
明
人
間
自
身
が
、
自
ら
の
身
体
が
消
え
て
い
く
過
程
を
目
撃
し
て
い
て
、
つ
い
に
は
自
ら
の
身
体
が
自
分
で
も
見
え
な
く
な
っ
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て
い
る
。「
科
学
」
的
な
方
法
で
身
体
の
色
素
を
透
明
に
す
る
な
ど
し
た
の
だ
か
ら
、
透
明
人
間
自
身
に
も
自
ら
の
身
体
が
見
え
な
く
な
る

の
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
寺
田
寅
彦
は
先
引
部
の
少
し
あ
と
に
「
…
…
換
言
す
れ
ば
『
不
可
視
人
間
』
は
自
分
自
身
が
必
然
に
完
全

な
盲
目
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も
述
べ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
透
明
人
間
に
な
る
と
目
が
見
え
な
く
な
る
の
で
は
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し

ば
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
は
措
く
と
し
て
、
で
あ
る
。

　
『
透
明
人
間
は
密
室
に
潜
む
』
も
、
先
引
部
に
続
け
て
、
完
全
な
透
明
人
間
、
全
裸
透
明
人
間
と
な
っ
た
女
性
に
つ
い
て
、

　
　

�

シ
ャ
ワ
ー
の
水
が
空
中
で
跳
ね
る
。
湯
船
に
浸つ

か
れ
ば
、
不
定
形
の
人ひ
と

形が
た

に
水
が
く
り
抜
か
れ
、
わ
た
し
の
体
に
合
わ
せ
て
そ
の
形
が

変
化
し
て
い
く
。
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
よ
う
な
快
感
だ
っ
た
。

と
記
す
。
シ
ャ
ワ
ー
の
水
が
空
中
で
跳
ね
る
よ
う
に
見
え
た
り
、
不
定
形
の
人
形
に
湯
船
の
水
が
く
り
抜
か
れ
る
よ
う
に
見
え
た
り
す
る
の

は
、や
は
り
、自
分
で
も
自
ら
の
身
体
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
。
安
部
公
房
『
壁
』「
バ
ベ
ル
の
塔
の
狸
」
に
お
い
て
、「
奇

妙
な
獣
」
に
影
を
奪
わ
れ
て
透
明
人
間
に
な
っ
た
「
ぼ
く
」
も
、

　
　

�

シ
ャ
ツ
の
袖
を
ま
く
っ
て
み
る
と
、
腕
も
す
っ
か
り
透
明
で
し
た
。
胸
を
は
だ
け
て
み
る
と
、
胸
も
透
明
で
し
た
。
ズ
ボ
ン
を
ま
く
っ

て
み
る
と
、
脚
も
透
明
で
し
た
。
顔
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
顔
も
き
っ
と
透
明
だ
っ
た
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

と
同
様
で
、
自
ら
の
身
体
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
で
も
、
想
像
の
中
で
の
こ
と
で
は
あ
る

が
同
様
に
、
透
明
人
間
と
化
し
て
い
く
主
人
公
の
実
緒
に
つ
い
て
、

　
　

�

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
目
を
閉
じ
て
、
ゆ
っ
く
り
五
つ
深
呼
吸
を
す
れ
ば
、
身
体
は
み
る
み
る
う
ち
に
透
け
て
い
く
。
…
…
今
、
私
は
透

明
人
間
だ
。
…
…
瞼ま
ぶ
た

を
開
け
る
。
目
の
前
に
手
を
か
ざ
す
。
爪
も
指
も
、
き
れ
い
に
透
け
て
い
る
。�

（
文
庫
版　

一
三
頁
）

と
描
い
て
お
り
、
透
明
人
間
の
身
体
は
他
者
だ
け
で
な
く
透
明
人
間
本
人
に
も
見
え
な
い
も
の
だ
と
の
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
他
、「
透
明
薬
」
を
服
用
す
る
前
に
上
半
身
裸
に
な
っ
た
男
に
つ
い
て
、「
自
分
の
か
ら
だ
が
す
き
と
お
っ
て
い
く
の
を
、
は
っ
き
り
見
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と
ど
け
た
か
っ
た
の
だ
」
と
説
明
す
る
鮎
川
哲
也
『
透
明
人
間
』（『
中
学
一
年
コ
ー
ス
』
昭
和
三
十
五
年
十
月
号
～
『
中
学
二
年
コ
ー
ス
』

昭
和
三
十
六
年
七
月
号　

→
『
鮎
川
哲
也
探
偵
小
説
選
Ⅱ
』〈
論
創
社
、
令
和
元
年
〉）
や
、
父
親
の
激
し
い
家
庭
内
暴
力
の
た
め
に
「
こ
こ

に
居
た
く
な
い
…
」
と
願
っ
た
少
女
が
、
あ
る
日
透
明
人
間
と
化
し
た
際
、
自
ら
の
手
を
見
て
「
透す

け
て
る
…
」
と
つ
ぶ
や
く
荻
野
純
『
透

明
人
間
の
骨
』（
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
ン
プ
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
集
英
社
、
平
成
二
十
九
年
）
な
ど
で
も
、
同
じ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
旧
来
の
着
衣
透
明
人
間
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
十
六
第
32
話
の
男
は
、
帰
宅
し
妻
子
の
反
応
を
確
認
し
て
初
め
て
、
鬼
に
唾
を
吐
き
か
け
ら
れ
た
自
ら
が
透
明
人
間

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
先
述
通
り
身
に
付
け
て
い
る
衣
服
ご
と
妻
子
か
ら
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
衣
服
も
、
あ
る
い
は
掌
な
ど
も
、
こ
の
男
に
は
通
常
と
同
じ
く
見
え
て
い
る
の
だ
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
妻
子
の
反
応

を
確
認
す
る
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
、
自
ら
の
身
体
あ
る
い
は
衣
服
の
異
変
に
気
付
く
は
ず
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
自
分

で
は
異
変
に
気
付
か
ず
に
他
者
の
反
応
に
よ
っ
て
知
る
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
。

　

先
に
挙
げ
た
う
ち
狂
言
『
居
杭
』
で
も
、
清
水
寺
の
観
音
か
ら
授
か
っ
た
頭
巾
を
被
り
、
亭
主
の
反
応
を
見
て
自
分
が
透
明
人
間
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
し
、『
因
縁
抄
』
第
20
話
に
お
い
て
も
、
鬼
の
死
体
か
ら
奪
っ
た
蓑
を
身
に
付
け
た
男
が
、
人
の
反
応
を
見
て

そ
れ
が
隠
れ
蓑
で
あ
る
と
気
付
く
。
自
身
の
身
体
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、『
壁
』
の
「
ぼ
く
」
の
よ
う
に
自
ら
目
視
し
て
確
認

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
場
合
も
先
述
通
り
、
衣
服
ご
と
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
自
ら
が
身
に
付
け

て
い
る
衣
服
を
目
視
し
、
そ
れ
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
透
明
人
間
本
人
に

は
、
身
体
や
衣
服
が
通
常
通
り
見
え
て
い
る
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、『
沙
石
集
』
巻
九
第
20
話
で
は
、
真
言
師
が
「
隠
形
の
印
」

を
結
ん
で
、
自
ら
意
図
し
て
姿
を
隠
そ
う
と
す
る
が
、
天
狗
に
「
や
、
御
房
、
御
房
」
と
呼
び
掛
け
ら
れ
て
「
見
ゆ
る
に
こ
そ
」
と
気
付
く

し
、
さ
ら
に
、
正
し
い
印
の
結
び
方
を
天
狗
に
教
え
ら
れ
、
そ
の
通
り
に
し
た
際
に
は
、「
た
だ
今
は
見
え
給
は
ぬ
ぞ
」
と
天
狗
に
指
摘
さ
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れ
て
い
る
。
自
身
の
身
体
や
衣
服
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
否
か
、
自
ら
確
認
す
る
と
い
う
こ
と
が
全
く
な
い
。
や
は
り
、
自
ら
に
は

そ
れ
ら
が
通
常
通
り
に
し
か
見
え
な
い
か
ら
に
違
い
あ
る
ま
い
。

　

あ
る
い
は
、
狂
言
『
隠
笠
』（
大
塚
光
信
編
『
大
蔵

虎
明
能
狂
言
集
』）。
太
郎
冠
者
が
す
っ
ぱ
に
偽
の
隠
れ
笠
を
買
わ
さ
れ
る
場
面
、「
此
笠
を

き
た
れ
ハ
、
人
の
目
に
み
え
ぬ
が
て
う
ほ
う
じ
や
」
と
す
っ
ぱ
に
言
わ
れ
、
太
郎
冠
者
が
「
さ
ら
ハ
そ
れ
が
し
が
き
て
見
う
程
に
、
ミ
て
く

れ
い
」
と
言
っ
て
、
隠
れ
笠
を
身
に
付
け
る
と
、
す
っ
ぱ
が
「
少
も
見
え
ぬ
て
い
に
も
て
な
し
」、「
こ
ゑ
ハ
す
る
が
見
え
ぬ
」
と
言
う
の
で
、

太
郎
冠
者
は
満
足
し
て
買
う
。
ま
た
、
太
郎
冠
者
が
帰
っ
て
、
主
に
笠
を
被
せ
て
「
見
え
ぬ
て
い
に
す
る
」
と
、
主
は
「
よ
ろ
こ
び
」、
今

度
は
嫌
が
る
太
郎
冠
者
に
被
せ
た
と
こ
ろ
、「
ミ
ゆ
る
に
依
て
、
は
ら
を
た
て
ゝ
、
お
い
入
に
す
る
」。
隠
れ
笠
を
被
っ
た
太
郎
冠
者
は
す
っ

ぱ
に
、
主
は
太
郎
冠
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
見
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
偽
り
の
反
応
を
そ
の
ま
ま
信
用
し
て
い
る
。
隠
れ
笠
を
被
っ
た
本
人
に
は
、

身
体
や
衣
服
が
何
ら
変
わ
ら
ず
通
常
通
り
見
え
る
の
だ
と
い
う
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
、
成
り
立
つ
話
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
万
治
二
年

（
一
六
五
九
）
刊
『
百
物
語
』（
噺
本
大
系
）
第
38
話
で
は
、狐
か
ら
与
え
ら
れ
た
偽
の
隠
れ
蓑
を
着
て
蔵
に
忍
び
込
ん
だ
法
師
が
、見
付
か
っ

て
殺
さ
れ
る
が
、
隠
れ
蓑
を
着
た
本
人
に
も
身
体
な
ど
が
見
え
な
く
な
る
の
な
ら
、
偽
物
で
あ
る
こ
と
に
す
ぐ
に
気
付
い
て
、
殺
さ
れ
ず
に

済
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
上
の
狂
言『
隠
笠
』に
は「
人
の
目
に
み
え
ぬ
が
て
う
ほ
う
じ
や
」と
あ
っ
た
が
、元
禄
六
年（
一
六
九
三
）

刊
『
浮
世
栄
花
一
代
男
』（
決
定
版
対
訳
西
鶴
全
集
）
に
も
、「
あ
り
が
た
く
此
笠か
さ

を
被か
づ
け

ば
、
忽
た
ち
ま
ち

外ほ
か

よ
り
は
見
え
ぬ
し
る
し
あ
つ
て
、
是
な

ん
世
の
重て
う

宝ほ
う

と
嬉う
れ

し
く
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
隠
れ
笠
も
、
そ
れ
を
被
る
と
「
人
の
目
に
」「
外ほ
か

よ
り
は
」
見
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
逆
に
、
被
っ
て
い
る
本
人
に
は
い
つ
も
と
同
じ
く
自
ら
が
見
え
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
以
外
、
透
明
人
間
状
態
に
な
っ
て
い
る
人
物
に
も
自
身
が
見
え
な
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
事
例
は
、
管
見
の
限
り
古
典
作
品
に
は

見
当
た
ら
な
い
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
な
近
現
代
の
事
例
と
違
っ
て
、
古
典
作
品
の
着
衣
透
明
人
間
に
は
、
自
ら
が
通
常
通
り
見
え
て
い
る
も

の
と
見
ら
れ
る
。



57 「透明人間」の誕生とその前後
　

と
こ
ろ
で
、「
透
明
人
間
」
以
前
に
お
い
て
は
、
透
明
人
間
状
態
に
な
る
こ
と
を
「
隠
形
」（
あ
る
い
は
「
隠
身
」）
と
表
現
す
る
場
合
が

多
い
。
そ
れ
は
、
そ
う
い
う
状
態
に
な
る
の
が
、
隠
れ
蓑
や
隠
れ
笠
に
よ
る
場
合
で
も
、
摩
利
支
天
法
に
よ
る
場
合
で
も
、
あ
る
い
は
鬼
の

唾
に
よ
る
場
合
で
も
、
変
わ
ら
な
い
。
例
え
ば
、
こ
こ
ま
で
の
引
用
本
文
等
の
中
に
も
散
見
す
る
ほ
か
、「
竜
樹
菩
薩
の
隠
形
の
法
」（『
宝

物
集
』
巻
一
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）、「
隠
形
ノ
法
ナ
ド
成
就
シ
タ
ル
人
」（『
愚
管
抄
』
巻
三
「
醍
醐
」、
日
本
古
典
文
学
大
系
）、「
隠

形
鬼
ハ
其
形
ヲ
隠
シ
テ
、
俄
敵
ヲ
拉
」（『
太
平
記
』
巻
十
六
「
日
本
朝
敵
事
」、
日
本
古
典
文
学
大
系
）、「
摩
利
支
天
ノ
秘
法
ヲ
伝
ヘ
陰
形
ノ
術

ヲ
修
シ
テ
」（『
三
国
伝
記
』
巻
六
─
6
、三
弥
井
書
店
刊
「
中
世
の
文
学
」）、「
お
ん
ぎ
や
う
の
法
を
誦
し
、木
の
は
の
し
た
に
か
く
る
れ
ど
」（
舞

の
本
『
張
良
』、
笹
野
堅
編
『
幸
若
舞
曲
集
』）、「
あ
は
れ
お
ん
き
や
う
の
法
も
か
な
」（『
信
長
記
』
巻
八
「
長
し
の
か
つ
せ
ん
の
事
」、
古

典
文
庫
）、「
隠
形
の
呪
を
口
の
中
に
て
唱
へ
居
る
を
云
ふ
な
り
」（『
万
川
集
海
』
巻
十
三
「
鶉
隠
れ
」、
国
書
刊
行
会
刊
翻
刻
）、「
天て
ん

狗ぐ

に

学ま
な
び

得え

た
る
隠
形
の
術じ
ゅ
つ

」（『
本
朝
酔
菩
提
全
伝
』
巻
四
・
六
・
後
談
、
山
東
京
伝
全
集
17
）、「
大お
よ
そ約
隠
形
に
五
法
あ
り
」（『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

第
二
十
八
回
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
）、「
隠
形
の
術
と
い
へ
ば
、
目
の
前
で
形
が
消き
え

た
り
現あ
ら

は
れ
た
り
す
る
様
に
思
ふ
が
」（
加
藤
祐
一
『
文

明
開
化
』
初
編
下
「
術
と
い
ふ
は
手し
ゆ

練れ
ん

と
い
ふ
に
等
し
き
道
理
」、明
治
文
化
全
集
）、さ
ら
に
は
『
紅
葉
遺
文
』
の
「
隠
形
術
」、等
々
。「
透

明
人
間
」
で
な
く
「
隠
形
人
間
」
で
あ
れ
ば
、
寺
田
寅
彦
も
文
句
の
付
け
よ
う
が
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
現
代
中
国
語
も
、invisible m

an

を
「
隠
形
人
」
と
訳
し
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
先
学
の
所
説
を
承
け
つ
つ
前
稿
に
お
い
て
「
隠
形
」
の
た
め
の
道
具

と
し
て
最
も
馴
染
み
深
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
述
べ
た
隠
れ
蓑
に
よ
る
隠
形
の
場
合
が
ま
さ
に
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
衣
服
ご
と

「
形
」
を
他
者
の
視
線
か
ら
「
隠
」
す
の
で
あ
っ
て
、「
形
」
は
元
の
ま
ま
で
、そ
れ
自
体
が
変
化
し
て
見
え
な
く
な
る
わ
け
で
な
い
の
で
、「
隠

形
」
し
て
い
る
本
人
に
は
、
自
身
が
衣
服
も
含
め
て
通
常
通
り
見
え
る
と
い
う
こ
と
に
違
い
な
い
。
そ
の
点
、
透
明
人
間
と
同
様
の
意
味
合

い
を
持
つ
と
さ
れ
る
、
近
世
の
豆
男
の
類
で
も
同
様
で
あ
る
。「
形
」
の
サ
イ
ズ
が
極
端
に
小
さ
く
な
っ
て
、
他
者
の
視
線
か
ら
は
隠
れ
る

け
れ
ど
も
、「
形
」
自
体
が
見
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
本
人
に
は
自
身
の
「
形
」
が
見
え
る
は
ず
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
透
明
人
間
の
場
合
は
、「
形
」
を
単
に
「
隠
」
す
の
で
は
な
く
、「
形
」
そ
の
も
の
を
「
科
学
」
的
方

法
で
見
え
な
い
も
の
に
す
る
の
で
、
他
者
だ
け
で
な
く
、
本
人
も
含
め
て
誰
に
も
そ
れ
が
見
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
分
自
身
で

は
見
え
て
い
た
透
明
人
間
が
、
ウ
ェ
ル
ズ
を
経
て
、
自
身
に
も
見
え
な
く
な
っ
た
、
つ
ま
り
自
身
不
可
視
化
し
た
の
で
る
。

六　

内
部
が
見
え
る
透
明
人
間

　

寺
田
寅
彦
は
先
述
通
り
、「
透
明
」
と
「
不
可
視
」
と
は
物
理
学
的
に
か
な
り
意
味
が
異
な
っ
て
い
て
、「
透
明
人
間
」
と
い
う
語
は
、「T

he 

invisible m
an

」
の
訳
語
と
し
て
不
適
当
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
が
、
そ
の
語
は
ま
た
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
原
題
と
大
き
く
異
な
る
も
の
を

想
起
さ
せ
兼
ね
な
い
と
も
思
わ
れ
る
。「
透
明
」
に
つ
い
て
例
え
ば
、
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』
が
「
ス
キ
ト
ホ
ル
コ
ト
。（
水
晶
、
硝
子
、
水

ナ
ド
）」、『
大
言
海
』
が
「
ス
キ
ト
ホ
ル
コ
ト
。
透
キ
テ
見
ユ
ル
コ
ト
。（
水
晶
、
硝
子
、
水
ナ
ド
）」
と
記
し
て
お
り
、「
政
治
資
金
の
透
明

性
」
と
言
え
ば
、
遮
る
も
の
な
ど
な
く
透
き
通
っ
て
い
て
、
資
金
の
流
れ
や
使
途
が
外
か
ら
も
あ
り
あ
り
と
見
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ

ろ
う
。「
透
明
」
に
は
、「
不
可
視
」
と
は
正
反
対
の
意
味
合
い
を
含
ん
だ
り
、
想
起
さ
せ
た
り
す
る
面
が
あ
り
そ
う
だ（

（
（

。
と
す
れ
ば
、「
透

明
人
間
」
と
い
う
語
か
ら
、
皮
膚
や
皮
下
脂
肪
が
透
き
通
っ
て
い
て
、
そ
の
内
部
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
身
体
を
持
っ
た
人
間
、
と
い
う
よ

う
な
も
の
が
想
起
さ
れ
て
お
か
し
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、『
読
売
新
聞
』
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
五
月
十
七
日
朝
刊
の
「
乳

児
の
亡
骸
で
造
る
グ
ロ
な
透
明
人
間
」
と
題
す
る
記
事
に
、「
透と
う

明め
い

人に
ん

間げ
ん

と
申ま
う

し
ま
す
と
、
反は
ん

対た
い

に
、
外そ
と

側が
は

が
透す

き
通と
ほ

つ
て
ゐ
て
、
内な
い

臓ぞ
う

が

よ
く
見み

え
る
や
う
に
し
た
人に
ん

間げ
ん

で
あ
り
ま
す
」
と
見
え
た
り
す
る
。

　

先
に
触
れ
た
通
り
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
の
三
月
十
五
日
～
五
月
三
十
一
日
、
名
古
屋
で
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

パ
ビ
リ
オ
ン
の
一
つ
「
透
明
人
間
館
」
に
お
い
て
「
透
明
人
間
模
型
」
な
る
も
の
が
展
示
さ
れ
た
。「
汎
太
博
覧
会
エ
ハ
ガ
キ
」「
第
五
輯
」

と
印
字
す
る
袋
に
入
れ
ら
れ
た
う
ち
の
一
枚
の
絵
葉
書（

（
（

（
後
掲
図
3
）
に
は
、
展
示
さ
れ
て
い
た
透
明
人
間
模
型
の
写
真
が
、「
透
明
人
間
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の
正
体
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に
左
上
に
見
ら
れ
る
。
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
立
派
な
報
告
書
『
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
会

誌
』
下
巻
に
よ
る
と
、「
透
明
人
間
館
」
は
、
名
古
屋
医
科
大
学
や
愛
知
県
医
師
会
の
協
賛
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
、「
透
明
人
間
模
型
館
」

を
正
式
名
と
す
る
館
で
あ
っ
て
、「
有
名
ナ
ル
専
門
技
師
ガ
現
代
ニ
於
ケ
ル
科
学
ノ
粋
ト
精
密
ナ
ル
技
巧
ト
ヲ
集
メ
」、「
透
明
不
燃
性
ノ
セ

ロ
ン
ヲ
以
テ
作
ラ
レ
タ
ル
皮
膚
及
ビ
筋
肉
ヲ
透
シ
テ
、
吾
人
ノ
嘗
テ
見
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ
リ
シ
内
臓
諸
器
官
、
骨
格
、
血
管
等
複
雑
ナ
ル
人
間

ノ
組
織
ヲ
一
目
瞭
然
タ
ラ
シ
メ
」
た
「
透
明
人
間
模
型
」
を
、
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
市
国
立
衛
生
博
物
館
か
ら
購
入
し
て
、「
中
心
施
設
」

と
し
て
展
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
模
型
は
ま
さ
に
、
身
体
の
内
部
が
透
け
て
見
え
る
人
体
模
型
に
相
違
な
く
、
確
か
に
、
そ
う
い

う
身
体
を
持
っ
た
人
間
と
し
て
、「
透
明
人
間
」
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
に
違
い
あ
る
ま
い
。
先
に
挙
げ
た
新
聞
記
事
は
、
右
の
透
明
人
間
館

設
置
に
協
賛
し
た
名
古
屋
医
科
大
学
の
解
剖
学
教
授
長
松
英
一
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
乳
児
の
亡
骸
か
ら
造
っ
た
同
様
の
「
透
明
人
間
」

を
右
博
覧
会
に
出
品
し
た
い
と
述
べ
て
も
い
る
。
ま
た
、
遡
っ
て
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月
二
十
日
の
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
の
「
生
命

の
不
思
議
」
欄
に
は
、
右
の
博
覧
会
出
品
の
ド
イ
ツ
製
「
透
明
人
間
模
型
」
と
同
一
物
か
と
見
ら
れ
る
も
の
が
、「
文
字
通
り
の
透
明
人
間
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
も
い
る
。
な
お
、
博
覧
会
の
前
年
、
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
二
日
に
発
行
さ
れ
た
『
関
西
医
界
時
報
』
第
三
一
二
号
に

「
明
年
の
名
古
屋
汎
太
平
洋
博
覧
会
に
医
家
有
志
で
『
透
明
人
間
』
特
別
出
品
」
と
題
す
る
記
事
が
見
え
た
り
も
す
る
。
博
覧
会
閉
幕
後
間

も
な
い
昭
和
十
二
年
七
月
発
行
の
『
文
藝
春
秋
』
十
五-
七
に
載
る
宮
田
重
雄
「
サ
ー
カ
ス
」
に
は
、「『
透
明
人
間
』
と
云
ふ
言
葉
が
人
々

の
猟
奇
を
そ
そ
つ
た
ら
し
く
、
透
明
人
間
館
は
大
に
繁
昌
し
た
ら
し
い
が
、
僕
の
行
つ
た
時
は
、
そ
の
館
の
壁
の
文
字
が
消
さ
れ
て
「
模
型
」

と
云
ふ
文
字
が
書
き
加
へ
ら
れ
て
あ
つ
た
。
ポ
ス
タ
ー
な
ぞ
に
も
「
模
型
」
の
二
字
を
入
れ
た
こ
と
が
歴
然
と
し
て
ゐ
た
。
お
そ
ら
く
羊
頭

狗
肉
の
非
難
で
も
あ
つ
て
、
慌
て
た
も
の
と
見
え
る
」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
博
覧
会
の
翌
年
の
昭
和
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
明
日
の
広
告
博
記
念
出
版 
店
飾
大
観
』（
日
本
電
報
通
信
社
編
・
発
行
）
に
よ
る
と
、

同
年
一
月
十
三
日
～
二
十
二
日
に
上
野
の
松
坂
屋
に
て
「
明
日
の
広
告
博
覧
会
」（
主
催
・
日
本
電
報
通
信
社
、
後
援
・
商
工
省
）
が
開
催
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さ
れ
た
際
に
も
、
右
の
「
透
明
人
間
模
型
」
が
展
示
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
書
は
「
こ
の
透
明
人
間
模
型
を
見
て
感
ず
る
人
体
組
織
の
精

密
さ
よ
り
受
く
る
暗
示
は
、
明
日
の
宣
伝
広
告
に
或
る
示
唆
を
与
へ
得
な
い
と
誰
か
否
定
が
出
来
る
で
あ
ら
う
か
」
な
ど
と
展
示
意
図
を
説

明
し
、
同
書
掲
載
の
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー
の
写
真
に
は
大
き
く
「
透
明
人
間
来
る
！！
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
訳
語
と
し
て
起
用
さ
れ
た
「
透
明
人
間
」
で
あ
っ
た
が
、
同
作
品
に
登
場
す
る
透
明
人
間
と
全
く
異
な
る
も
の
が
「
透

明
人
間
」
と
し
て
、二
つ
の
博
覧
会
を
通
し
て
相
当
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
観
覧
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、そ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、『
読

売
新
聞
』
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月
十
一
日
朝
刊
に
は
、
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
で
製
作
さ
れ
た
、
内
部
が
見
え
る
類
似
の
人
体
模
型

が
、「
文
字
通
り
の
透
明
人
間
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
も
い
る
。

　

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
に
日
本
船
用
品
協
会
が
発
行
し
た
『
船
』
第
六
九
号
に
は
、
土
川
義
朗
「
透
明
人
間
の
夢
」
と
い
う
短
文
が

載
る
。「
自
己
紹
介
を
兼
ね
た
」、「
船
舶
試
験
所
大
阪
支
所
長
」
へ
の
「
就
任
の
御
挨
拶
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

　
　

�

私
は
「
何
時
、
何
処
で
、
誰
に
、
何
の
角
度
か
ら
見
ら
れ
て
も
全
貌
を
露
し
て
何
の
変
化
も
無
い
」
正
直
さ
を
愛
し
、
自
ら
之
を
透
明

な
る
精
神
と
名
付
け
て
居
る
。
併
し
之
丈
け
で
は
有
色
透
明
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
更
に
「
何
時
、
何
処
で
、
誰
に
、
何
の
角
度
か
ら
見

ら
れ
て
も
恥
か
し
く
な
い
、」
即
ち
無
色
透
明
の
境
地
に
漸
近
せ
ん
と
す
る
の
が
私
の
大
そ
れ
た
理
想
で
あ
る
。
…
…
蠶
は
成
熟
し
て

透
明
と
な
り
、
科
学
小
説
又
容
易
に
透
明
人
間
な
る
も
の
を
創
造
し
た
が
、
茲
に
私
の
云
ふ
透
明
人
間
は
さ
う
簡
単
に
は
行
か
な
い
。

同
じ
こ
と
を
為
し
た
の
に
対
し
甲
に
は
怒
り
乙
に
は
怒
ら
ざ
る
不
公
平
な
上
長
者
、
…
…
孰
れ
も
極
め
て
不
透
明
な
人
間
と
し
て
私
は

余
り
相
手
に
し
な
い
こ
と
に
し
て
居
る
。
…
…
こ
の
透
明
人
間
の
夢
が
果
し
て
何
処
迄
実
現
さ
れ
る
か
は
将
来
の
謎
で
あ
る
。

と
見
え
る
。
ウ
ェ
ル
ズ
の
「
創
造
し
た
」「
透
明
人
間
」（
波
線
部
）
と
は
別
に
、「
私
の
云
ふ
」「
透
明
人
間
」（
実
線
部
）
が
題
名
と
と
も

に
出
て
く
る
。
そ
れ
は
、「
不
可
視
人
間
」
で
も
「
隠
形
人
間
」
で
も
な
い
し
、『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
の
実
緒
も
そ
う

だ
が
、
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
り
社
会
的
に
存
在
感
の
薄
か
っ
た
り
す
る
人
間
に
対
す
る
比
喩
と
し
て
の
「
透
明
人
間
」
と
も
異
な
る
。
外
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面
と
内
面
に
全
く
差
が
な
く
、
外
か
ら
内
面
が
見
通
せ
る
よ
う
な
、
裏
表
の
な
い
「
正
直
」
な
人
間
、
と
い
う
く
ら
い
の
意
味
な
の
で
あ
ろ

う
。
と
す
れ
ば
そ
れ
は
、
先
の
「
透
明
人
間
模
型
」
の
「
透
明
人
間
」
に
近
く
、
そ
ち
ら
が
肉
体
的
に
透
き
通
っ
て
い
て
内
部
が
見
え
る
人

間
、
こ
ち
ら
は
精
神
的
に
透
き
通
っ
て
い
て
内
部
が
見
え
る
人
間
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
窺
え
る
種
類
の
透
明
人
間
と
い
う
の
は
、
以
降
、
ほ
と
ん
ど
あ
る
い
は
全
く
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。「
不
可
視
」
で
も
「
隠
形
」
で
も
な
い
、
通
常
の
理
解
か
ら
は
外
れ
て
い
て
我
々
の
目
に
は
誠
に
奇
妙
に
映
る
、
こ
の
内
部
が
見
え
る

透
明
人
間
は
、
寺
田
寅
彦
が
早
く
に
疑
問
を
呈
し
た
訳
語
「
透
明
人
間
」
が
生
み
出
し
た
と
も
言
う
べ
き
存
在
で
あ
ろ
う
。
同
訳
語
の
も
と

の
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
透
明
人
間
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
な
が
ら
、
右
の
通
り
同
訳
語
誕
生
後
し
ば
ら
く
の
間
に
は
か
な
り
流
布
し
て
い
た

の
で
あ
っ
て
、
訳
語
と
し
て
誕
生
し
た
「
透
明
人
間
」
が
お
よ
そ
共
通
の
固
定
的
な
概
念
と
と
も
に
広
く
人
々
に
認
知
さ
れ
普
及
す
る
に
至

る
ま
で
の
段
階
の
一
時
期
に
お
い
て
現
れ
る
べ
く
し
て
現
れ
た
、
透
明
人
間
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、『
朝
日
新
聞
』
昭
和
十

年
（
一
九
三
五
）
五
月
八
日
朝
刊
が
、「
透
明
人
間 

セ
ロ
フ
ア
ン
製
の
婦
人
テ
ニ
ス
服
」
と
題
し
て
、「
セ
ロ
フ
ア
ン
を
透
し
て
活
躍
す
る

肉
体
の
ス
ポ
ー
ツ
美
も
満
喫
出
来
る
」
と
記
し
た
り
し
て
い
る
の
も
、
内
部
が
見
え
る
透
明
人
間
に
近
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、『
日
本

国
語
大
辞
典
』
が
挙
げ
る
、
先
に
引
用
し
た
獅
子
文
六
の
昭
和
九
年
の
用
例
「
そ
の
美
し
さ
と
云
っ
た
ら
、
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
を
透
明
人
間
に

し
た
つ
て
、
小
野
の
小
町
が
ア
モ
ー
ル
・
ス
キ
ン
を
使
っ
た
っ
て
、
と
て
も
足
許
に
及
ぶ
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
も
、
通
常
の
透
明
人
間
と
し
て

は
解
し
難
く
、
肌
の
極
度
の
透
明
感
な
ど
を
意
味
し
て
い
て
、
や
は
り
内
部
が
見
え
る
透
明
人
間
に
類
す
る
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
か
。

七　

交
雑
・
増
殖
す
る
透
明
人
間

　

前
章
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
透
明
人
間
は
、「
形
」
そ
の
も
の
を
「
科
学
」
的
方
法
で
不
可
視
に
し
た
全
裸
透
明
人
間

で
あ
っ
て
、
透
明
人
間
自
身
に
も
自
ら
の
身
体
が
見
え
な
い
が
、
衣
服
な
ど
を
身
に
付
け
れ
ば
視
認
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
旧
来
の
透
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明
人
間
は
、「
形
」
は
そ
の
ま
ま
に
衣
服
ご
と
他
者
の
視
線
か
ら
隠
し
て
不
可
視
に
し
た
着
衣
透
明
人
間
で
あ
っ
て
、
透
明
人
間
自
身
に
は

自
ら
が
通
常
通
り
に
見
え
る
。
両
者
の
原
理
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、「
透
明
人
間
」
以
前
の
後
者
に
つ
い
て
小
稿
で
は
、「
透

明
人
間
の
類
」「
透
明
人
間
状
態
に
な
る
」
な
ど
と
表
現
し
て
も
き
た
。

　

し
か
し
、
原
理
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
結
果
と
し
て
の
現
象
は
、
基
本
的
に
両
者
共
通
し
て
い
る
。
先
引
通
り
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』

は
「
透
明
人
間
」
を
立
項
し
て
、「
姿
・
形
が
目
に
見
え
ず
、
声
だ
け
聞
こ
え
る
と
い
う
、
Ｓ
Ｆ
な
ど
に
登
場
す
る
空
想
上
の
人
物
」
と
説

明
し
て
い
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
や
そ
の
模
倣
・
影
響
作
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
か
と
臆
測
さ
れ
る
が
、「
姿
・
形
が
目

に
見
え
ず
、
声
だ
け
聞
こ
え
る
」
と
い
う
現
象
は
そ
の
ま
ま
、
旧
来
の
透
明
人
間
に
も
あ
て
は
ま
る
。
先
に
挙
げ
た
う
ち
、
狂
言
『
隠
笠
』

に
「
こ
ゑ
ハ
す
る
が
見
え
ぬ
」、『
愚
管
抄
』
巻
三
「
醍
醐
」
に
「
コ
エ
バ
カ
リ
ニ
テ
ヲ
コ
ナ
ヒ
給
テ
、
身
ハ
人
ニ
ミ
エ
給
ハ
ザ
リ
ケ
リ
」
と

あ
る
し
、『
風
葉
和
歌
集
』（
新
注
和
歌
文
学
叢
書
）
所
引
散
逸
物
語
『
隠
れ
蓑
』
逸
文
で
は
、「
か
く
れ
み
の
ゝ
左
大
将
」
が
、「
女
の
て
を

と
ら
へ
て
」
い
る
「
ほ
う
し
」
に
「
仏
の
の
給
や
う
に
て
み
ゝ
に
い
ひ
い
れ
」
て
お
り
、
や
は
り
姿
は
見
え
ず
声
だ
け
が
聞
こ
え
て
い
る
に

違
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
同
じ
く
「
透
明
人
間
」
以
前
の
芥
川
龍
之
介
唯
一
の
戯
曲
作
品
『
青
年
と
死
と
』（『
新
思
潮
』
大
正
三
年
九
月
、

芥
川
龍
之
介
全
集
1
）
は
竜
樹
説
話
を
踏
ま
え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
『
仏
教
各
宗
高
僧
実
伝
』（
帝
国
文
庫
、
博
文
館
、
明
治
二
十
九
年
）

所
収
の
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』
が
有
力
な
典
拠
候
補
と
さ
れ
る（

（
（

が
、
同
書
に
至
る
ま
で
の
同
説
話
所
載
各
書
が
い
ず
れ
も
、
竜
樹
ら
が
薬

に
よ
っ
て
姿
を
隠
し
た
と
す
る
の
を
、
上
演
上
の
問
題
を
考
慮
し
て
の
こ
と
で
も
あ
る
の
か
、「
着
る
と
姿
の
見
え
な
く
な
る
マ
ン
ト
ル
」

を
使
う
形
に
変
更
し
て
い
て
、
そ
れ
を
身
に
付
け
た
竜
樹
ら
に
つ
い
て
「
声
ば
か
り
で
姿
は
見
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
隠
れ
蓑
や
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
使
用
す
る
な
ど
し
た
、
旧
来
の
透
明
人
間
も
、
同
じ
く
「
姿
・
形
が
目
に
見
え
ず
、
声

だ
け
聞
こ
え
る
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、「
透
明
人
間
」
の
範
疇
に
含
め
て
捉
え
ら
れ
も
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
、
例
え
ば
、『
ド
ラ

え
も
ん
』「
未
来
世
界
の
怪
人
」（
て
ん
と
う
虫
コ
ミ
ッ
ク
ス
第
4
巻
、小
学
館
、昭
和
四
十
九
年
）
に
お
い
て
、「
じ
ゃ
あ
『
か
く
れ
マ
ン
ト
』
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で
も
つ
か
う
か
」
と
ド
ラ
え
も
ん
に
言
わ
れ
て
、
の
び
太
が
「
透
明
人
間
に
な
っ
て
、
ぶ
ん
な
ぐ
る
ん
だ
ね
」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
岸

武
雄
『
透
明
人
間
に
な
っ
た
お
れ
』（
新
日
本
出
版
社
、昭
和
六
十
二
年
）
で
も
、天
狗
か
ら
だ
ま
し
取
っ
た
隠
れ
蓑
で
「
透
明
人
間
」
に
な
っ

て
い
る
。「
透
明
人
間
」
以
降
に
お
い
て
も
、
原
理
の
差
異
を
超
え
て
、
旧
来
の
透
明
人
間
の
類
が
「
透
明
人
間
」
と
し
て
存
続
し
て
も
い

る
の
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
影
響
は
大
き
く
、
基
本
的
に
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
透
明
人
間
の
性
質
を
忠
実
に
引
き
継
い
で
い
る
事
例
も
多
い
。
し
か
し
、

右
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
そ
の
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
透
明
人
間
に
旧
来
の
透
明
人
間
の
性
質
が
交
雑
し
た
よ
う
な
場
合
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ

る
。
例
え
ば
、
右
の
『
ド
ラ
え
も
ん
』「
未
来
世
界
の
怪
人
」
に
お
い
て
「
か
く
れ
マ
ン
ト
」
を
身
に
付
け
た
の
び
太
は
衣
服
を
身
に
付
い

て
い
る
（
後
掲
図
4
）
の
に
対
し
て
、『
ド
ラ
え
も
ん
』「
と
う
明
人
間
目
ぐ
す
り
」
で
は
、
先
述
通
り
、
そ
の
目
薬
を
差
し
た
の
び
太
が
全

裸
透
明
人
間
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
後
者
の
場
合
は
確
か
に
、
服
薬
に
よ
っ
て
身
体
の
み
が
見
え
な
く
な
る
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
透
明
人

間
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
ら
し
い
の
だ
が
、
し
か
し
、
そ
れ
と
違
っ
て
、
透
明
人
間
自
身
に
は
自
ら
の
身
体
が
通
常
通
り
見
え
る
と
捉
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
目
薬
を
そ
れ
と
知
ら
ず
に
差
し
た
パ
パ
が
透
明
人
間
に
な
っ
て
入
浴
し
て
い
る
の
を
見
て
マ
マ
が
驚
く
が
、
そ

れ
に
対
し
て
パ
パ
は
「
な
に
を
お
ど
ろ
い
て
る
の
！？
」
と
言
っ
て
い
る
（
後
掲
図
5
）。
パ
パ
に
は
、
自
ら
の
身
体
が
通
常
通
り
見
え
て
い

る
に
違
い
な
い
。「
形
」
自
体
は
変
化
し
な
い
で
隠
れ
る
だ
け
で
、
本
人
に
は
普
段
と
変
わ
ら
ず
自
身
の
姿
が
見
え
る
、
旧
来
の
透
明
人
間

の
性
質
が
、
交
雑
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
昭
和
二
十
四
年
の
ス
ク
リ
ー
ン
マ
ン
ガ
『
透
明
人
間
』（
榎
本
書
房
）
で
も
、
服
薬

し
た
男
が
全
裸
透
明
人
間
に
な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
本
人
に
は
自
ら
の
身
体
が
通
常
通
り
見
え
て
い
る
。

　
『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
で
は
、
先
述
通
り
、
主
人
公
の
実
緒
が
、
透
明
人
間
に
と
っ
て
「
全
裸
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
」

だ
と
強
く
意
識
し
て
い
て
、
実
際
に
全
裸
生
活
を
送
っ
て
も
い
た
。
ま
た
、
想
像
の
中
で
透
明
人
間
に
な
る
場
面
か
ら
は
、
透
明
人
間
自
身

に
も
自
ら
の
身
体
が
見
え
な
い
の
だ
と
い
う
理
解
が
窺
え
も
し
た
。
そ
れ
ら
い
ず
れ
も
、
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
透
明
人
間
の
性
質
で
あ
る
。
あ
る
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い
は
、
実
緒
が
全
裸
生
活
に
入
る
際
、
そ
の
理
由
の
一
つ
が
先
引
通
り
「
季
節
は
夏
だ
。
防
寒
の
必
要
だ
っ
て
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
も
、
ウ
ェ
ル
ズ
作
品
の
透
明
人
間
が
防
寒
の
た
め
に
衣
服
な
ど
を
盗
む
の
を
踏
ま
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ウ
ェ
ル
ズ
の
透
明
人

間
を
か
な
り
忠
実
に
引
き
継
い
だ
も
の
の
よ
う
に
思
え
る
と
こ
ろ
だ
が
、
一
方
で
そ
う
と
は
言
え
な
い
部
分
が
見
ら
れ
る
点
、
注
意
さ
れ
る
。

実
緒
は
何
度
か
、
想
像
の
中
で
透
明
人
間
と
な
っ
て
、
男
の
い
る
２
０
４
号
室
に
行
く
が
、
そ
の
場
面
を
描
い
た
中
に
、

　

・�

玄
関
の
ド
ア
を
す
り
抜
け
る
実
緒
は
、
な
に
も
着
て
い
な
い
。
想
像
す
る
側
の
実
緒
が
服
を
着
て
い
な
い
と
、
透
明
人
間
の
実
緒
も
自

然
と
裸
に
な
る
ら
し
か
っ
た
。�

（
文
庫
版　

四
五
頁
）

　

・
目
を
閉
じ
、
身
体
を
透
け
さ
せ
玄
関
か
ら
外
に
出
た
。
今
日
は
裸
で
は
な
い
か
ら
、
透
明
人
間
の
実
緒
も
着
衣
し
て
い
る
。　

�

（
文
庫
版　

一
四
二
頁
）

と
い
う
記
述
が
存
す
る
。
実
際
に
全
裸
生
活
を
送
る
ほ
ど
に
、
透
明
人
間
に
と
っ
て
全
裸
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
だ
と
強
く
意
識
し
て
い
た
は

ず
の
実
緒
が
、
想
像
の
中
で
透
明
人
間
に
な
る
場
合
は
、
想
像
し
て
い
る
現
実
の
実
緒
に
応
じ
て
全
裸
に
な
っ
た
り
着
衣
し
て
い
た
り
す
る
。

前
稿
に
述
べ
た
通
り
、
通
常
の
透
明
人
間
と
違
っ
て
、
先
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
の
規
定
と
も
異
な
っ
て
、
声
ま
で
透
明
に
な
っ
て
他
者

に
届
か
な
か
っ
た
り
、
身
体
が
見
え
な
い
だ
け
で
な
く
実
体
を
失
っ
て
い
た
り
す
る
の
は
、
想
像
の
中
の
透
明
人
間
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、

む
し
ろ
そ
う
い
う
透
明
人
間
に
は
相
応
し
い
性
質
だ
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
点
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
と
し
て
は
理
解
し
難
い
。

想
像
の
中
の
透
明
人
間
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実
緒
の
実
際
の
状
態
に
関
わ
ら
ず
、
全
裸
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
と
い
う
実
緒
の
有
す
る
強
い
意

識
を
反
映
し
て
、
常
に
全
裸
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
な
の
で
は
と
思
え
る
。
そ
の
実
緒
の
意
識
、
あ
る
い
は
作
家
の
意
識
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ル

ズ
式
の
透
明
人
間
が
大
き
な
位
置
を
占
め
つ
つ
も
、
そ
こ
に
旧
来
の
着
衣
透
明
人
間
の
イ
メ
ー
ジ
が
交
雑
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

右
の
い
く
つ
か
の
事
例
は
、
基
本
的
に
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
全
裸
透
明
人
間
の
性
質
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
旧
来
の
着
衣
透
明
人
間
の
性
質

が
交
雑
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
単
純
な
形
の
交
雑
に
止
ま
ら
な
い
で
、「
透
明
人
間
」
以
降
、
透
明
人
間
は
、
よ
り
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多
様
な
性
質
を
派
生
さ
せ
な
が
ら
増
殖
し
て
も
い
る
。

　

全
裸
で
あ
る
と
か
、
自
身
に
も
自
ら
が
見
え
な
い
と
い
う
ウ
ェ
ル
ズ
式
透
明
人
間
の
性
質
は
、「
血
液
の
脱
色
剤
」
な
ど
に
よ
っ
て
身
体

自
体
を
見
え
な
い
も
の
に
変
え
る
と
い
う
透
明
人
間
化
の
原
理
が
も
た
ら
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
原
理
が
様
々
に
考
案
さ
れ
も

し
た
。
先
に
挙
げ
た
う
ち
、
昭
和
二
十
七
年
の
海
野
十
三
『
透
明
人
間
』
で
は
、
四
次
元
世
界
を
漂
流
し
つ
つ
三
次
元
世
界
に
つ
か
ま
っ
て

い
る
た
め
、
三
次
元
世
界
か
ら
は
見
え
た
り
消
え
た
り
す
る
と
い
う
、「
透
明
人
間
」
が
登
場
す
る
。
着
衣
し
た
ま
ま
四
次
元
世
界
を
漂
流

し
て
い
て
、
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
透
明
人
間
と
違
っ
て
衣
服
ご
と
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
他
に
も
例
え
ば
、
よ
り
早
く
昭
和
二
十
三
年
の
香
山

滋
『
白
蛾
』
に
登
場
す
る
の
は
保
護
色
式
の
透
明
人
間
で
あ
り
、
加
納
一
朗
『
半
透
明
人
間
の
逆
襲
』（
ソ
ノ
ラ
マ
文
庫
、
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
、

昭
和
五
十
四
年
）
の
場
合
も
、「
人
間
に
保
護
色
を
あ
た
え
る
薬
」
を
飲
ん
で
「
一
種
の
透
明
人
間
に
な
る
」（
一
九
頁
）。
清
水
義
範
『
半

透
明
人
間
』（『
小
説
す
ば
る
』
二
〇
〇
一
年
一
月
号　

→
清
水
『
博
士
の
異
常
な
発
明
』〈
集
英
社
、
平
成
十
四
年
〉）
で
は
、「
誰
の
脳
も

認
識
し
な
い
」「
誰
も
気
が
つ
か
な
い
存
在
に
し
て
し
ま
う
体
質
に
変
え
る
薬
」
を
飲
ん
で
、「
結
果
的
に
は
透
明
人
間
と
同
じ
」
に
な
る
。

ド
ラ
え
も
ん
の
「
石
こ
ろ
ぼ
う
し
」
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、天
祢
涼
『
透
明
人
間
の
異
常
な
愛
情 

ニ
ュ
ク
ス
事
件
フ
ァ
イ
ル
』（
講

談
社
タ
イ
ガ
、平
成
二
十
九
年
）で
は
、保
護
色
式
の
隠
れ
蓑
と
言
う
べ
き
ス
テ
ル
ス
ス
ー
ツ
を
着
て
透
明
人
間
に
な
る
。
こ
れ
ら
で
は
、ウ
ェ

ル
ズ
式
の
透
明
人
間
の
場
合
と
は
異
な
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
透
明
人
間
化
の
原
理
に
応
じ
た
性
質
を
、
透
明
人
間
が
そ
れ
ぞ
れ
に
帯
び
る
こ
と

に
な
る
。
多
様
な
透
明
人
間
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
、
安
部
公
房
『
壁
』
で
は
影
を
剥
ぎ
取
ら
れ
て
、
中
西
や
す
ひ
ろ
『
Ｏ
ｈ
！
透
明
人
間
』（『
月
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』
連
載
、
昭

和
五
十
七
年
～
六
十
二
年
）
で
は
イ
ク
ラ
を
食
べ
て
、
阿
津
川
辰
海
『
透
明
人
間
は
密
室
に
潜
む
』
で
は
透
明
人
間
病
に
罹
患
し
て
、
各
々

透
明
人
間
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
右
の
諸
作
品
が
考
案
す
る
よ
う
な
透
明
人
間
化
の
原
理
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
場
合

も
少
な
く
な
い
。
社
会
的
に
存
在
感
が
稀
薄
で
「
透
明
人
間
」
と
比
喩
さ
れ
る
よ
う
な
人
間
が
、『
透
明
人
間
は
２
０
４
号
室
の
夢
を
見
る
』
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の
実
緒
の
如
く
自
分
は
透
明
人
間
だ
と
思
い
込
ん
だ
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
故
に
実
際
の
透
明
人
間
に
な
る
と
い
う
設
定
の
も
の
も
、

猫
田
佐
文
『
透
明
人
間
は
キ
ス
を
し
な
い
』（
集
英
社
オ
レ
ン
ジ
文
庫
、
令
和
三
年
）
な
ど
存
す
る
。
さ
ら
に
は
、
例
え
ば
岩
飛
猫
『
透
明

男
と
人
間
女
～
そ
の
う
ち
夫
婦
に
な
る
ふ
た
り
～
』（
双
葉
社
、
令
和
三
年
）
の
よ
う
に
、
先
天
的
に
透
明
人
間
で
あ
っ
て
、
そ
も
そ
も
透

明
人
間
に
な
る
原
理
と
全
く
無
縁
の
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ら
で
は
、
原
理
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
透
明
人
間
の
性
質
が
自
由
に
設
定
し
得

る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、「
こ
こ
に
居
た
く
な
い
…
」
と
願
っ
て
い
た
少
女
が
あ
る
日
突
然
、
透
明
人
間
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
や
は
り

原
理
と
無
縁
で
あ
る
、
先
に
触
れ
た
荻
野
純
『
透
明
人
間
の
骨
』
で
は
、「
透
明
人
間
っ
て
服
は
消
え
な
い
ん
だ
と
思
っ
て
た
」
の
に
服
ご

と
消
え
る
、「
着
て
る
布
団
は
消
え
な
い
」
が
「
持
ち
上
げ
る
と
消
え
る
」、「
手
に
付
い
た
絵
の
具
は
消
え
る
」、「
壁
を
す
り
抜
け
た
り
は

出
来
な
い
」、「
水
も
私
の
身
体
に
付
い
て
る
う
ち
は
消
え
る
け
ど
」「
離
れ
た
途
端
に
現
れ
る
」、「
透
明
に
な
っ
て
る
時
の
声
は
他
人
に
聞

こ
え
な
い
」
な
ど
と
、
少
女
が
最
初
に
「
い
ろ
い
ろ
試
し
て
」「
検
証
」
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
形
で
、
作
品
の
構
想
に
応
じ
て
透
明
人

間
の
性
質
が
自
在
に
選
び
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

先
に
は
、
昭
和
二
十
年
代
半
ば
前
後
に
お
い
て
も
、
種
々
の
小
説
や
漫
画
、
映
画
に
次
々
と
透
明
人
間
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見

た
し
、
前
稿
の
冒
頭
部
で
は
、
そ
れ
ら
に
止
ま
ら
ず
さ
ら
に
は
、
紙
芝
居
や
演
劇
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
楽
曲
な
ど
に
透
明
人
間
が
素
材
と
し

て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
を
、
平
成
期
に
限
っ
て
概
観
し
て
お
い
た
。
透
明
人
間
は
、
活
動
の
場
を
も
拡
大
さ
せ
な
が
ら
、
右
に
粗
々
略
記

し
た
よ
う
な
交
雑
と
増
殖
を
繰
り
広
げ
て
き
た
の
で
あ
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
は
、
単
に
「
透
明
人
間
」
と
い
う
語
が
誕
生
し
た
年

と
い
う
に
止
ま
ら
な
い
、
そ
う
し
た
透
明
人
間
の
交
雑
・
増
殖
現
象
の
起
点
と
な
っ
た
と
言
う
べ
き
年
で
も
あ
る
。『
源
氏
物
語
』
以
前
の

も
の
か
と
さ
れ
る
散
逸
『
隠
れ
蓑
』
な
ど
、
日
本
に
お
い
て
も
早
く
か
ら
透
明
人
間
の
類
が
生
み
出
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
同
作
品
に
お
け
る

よ
う
な
隠
れ
蓑
を
着
用
す
る
ほ
か
、
摩
利
支
天
法
を
修
し
た
り
、
竜
樹
説
話
の
よ
う
に
薬
に
よ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
豆
男
に
な
っ
た
り
な
ど
、

様
々
な
あ
り
方
で
「
隠
形
」
す
る
も
の
が
想
像
さ
れ
続
け
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
ウ
ェ
ル
ズ
の
言
う
「
魔
法
」
世
界
の
存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
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自
ら
の
身
体
が
自
分
で
は
通
常
通
り
見
え
る
着
衣
透
明
人
間
で
あ
る
点
に
お
い
て
は
基
本
的
に
変
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

ん
な
流
れ
の
中
に
、従
来
と
は
次
元
を
異
に
し
た
、「
科
学
」
に
基
づ
く
ウ
ェ
ル
ズ
式
の
自
己
不
可
視
の
全
裸
透
明
人
間
が
、動
く
映
像
を
伴
っ

て
、
か
つ
、「
透
明
人
間
」
と
い
う
複
雑
微
妙
な
る
名
称
を
与
え
ら
れ
て
、
投
じ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
当
初
の
一
時
期
に
は
内
部
が
見
え

る
透
明
人
間
と
い
う
特
異
な
存
在
を
も
派
生
さ
せ
つ
つ
、
そ
の
衝
撃
に
よ
る
波
紋
が
、
そ
の
後
九
十
年
を
経
た
今
も
な
お
拡
が
っ
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
、
新
旧
の
も
の
が
交
雑
す
る
な
ど
し
な
が
ら
、
ま
た
様
々
に
性
質
を
帯
び
な
が
ら
、
あ
る
い
は
比
喩
に
駆
り

出
さ
れ
た
り（

（
（

も
し
な
が
ら
、
透
明
人
間
が
増
殖
し
続
け
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

注（
1
）　
『
海
野
十
三
全
集
』
第
二
巻
（
三
一
書
房
、
平
3
）
の
長
山
靖
生
「
解
題
」
が
「
透
明
人
間
と
い
う
名
称
は
、
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
の
『
イ

ン
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
マ
ン
』
の
訳
語
と
し
て
定
着
し
た
も
の
だ
が
」、橋
本
順
光
「
透
明
人
間
現
る
─
─
隠
れ
る
物
語
か
ら
露
わ
に
す
る
物
語
ま
で
」

（
一
柳
廣
孝
・
大
道
晴
香
『
怪
異
と
遊
ぶ
』
青
弓
社
、
令
4
）
が
「
日
本
語
の
『
透
明
人
間
』
と
い
う
表
現
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
『
透
明
人
間
』

（
監
督
：
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル
、
一
九
三
三
年
）
に
よ
っ
て
広
ま
っ
た
よ
う
だ
」
と
簡
略
に
記
す
。
本
節
は
、
こ
れ
ら
が
指
摘
す
る
事

情
を
今
少
し
詳
細
に
辿
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
2
）　

吉
田
典
代
「
摩
利
支
天
を
め
ぐ
る
言
説
と
美
術
②
男
尊
像
」（『
学
習
院
大
学
研
究
年
報
』
66
、
平
31
）
や
小
峯
和
明
「
吉
備
大
臣
入
唐
絵

巻
と
そ
の
周
辺
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
86
、
平
13
）
参
照
。

（
3
）　
『T

he bookm
an

』
6
（N

ew
 Y

ork 1898

）p178-179　

日
本
語
訳
は
、
坂
井
妙
子
「
Ｈ
・
Ｇ
・
ウ
ェ
ル
ズ
『
透
明
人
間
』
に
お
け
る

ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
の
服
装
描
写
」（『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
27
、
令
3
）
所
載
の
も
の
に
よ
る
。

（
4
）　
「
透
明
人
間
」
に
関
わ
る
、
こ
う
し
た
「
透
明
」
の
語
義
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
巽
孝
之
「
透
明
と
い
う
名
の
思
想
」（
巽
等
著
『
ポ
ス
ト
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世
界
』
朝
日
新
聞
社
、
平
7
）
や
、
清
水
学
『
思
想
と
し
て
の
孤
独 

〈
視
線
〉
の
パ
ラ
ド
ク
ス
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
平

11
）
に
お
い
て
も
説
か
れ
て
い
る
。
大
浦
康
介
「
透
明
人
間
の
夢
─
─
Ｓ
Ｆ
と
〈
本
当
ら
し
さ
〉」（
大
浦
編
『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
論
へ
の
誘い
ざ
な

い
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─
─
文
学
・
歴
史
・
遊
び
・
人
間
』（
世
界
思
想
社
、
平
25
）
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、「
英
語
の
“Transparent M

an

”か
ら
思
い
浮
か

べ
る
の
は
、
む
し
ろ
表
面
が
透
明
で
、
血
管
や
神
経
が
透
け
て
見
え
る
よ
う
な
人
体
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
説
く
が
、
ま
さ
に
そ
う
し
た

意
味
で
「
透
明
人
間
」
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
事
例
を
、
以
下
に
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
。

（
5
）　

絵
葉
書
は
複
数
種
あ
っ
た
か
と
見
ら
れ
る
。「
模
型
透
明
人
間
絵
葉
書
」「
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会
」「
透
明
人
間
模
型
出
品
協
賛
会
」

あ
る
い
は
「
世
界
一
」「
超
科
学
」「
神
秘
」「
定
価
金
五
銭
」
と
書
か
れ
た
袋
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
、
稿
者
の
手
許
に
別
に
存
す
る
。
透

明
人
間
館
と
透
明
人
間
模
型
の
写
真
の
二
枚
セ
ッ
ト
。
な
お
、
透
明
人
間
出
品
協
賛
会
発
行
の
「
透
明
人
間
館
招
待
券
」
も
稿
者
の
手
許
に

あ
る
。「
自 

昭
和
十
二
年
五
月
一
日　

至 

昭
和
十
二
年
五
月
三
十
一
日
」「
通
用
一
人
一
回
限
（
大
人
、
小
人
共
通
）」
と
見
え
る
。

（
6
）　

久
保
忠
夫
「
芥
川
龍
之
介
の
『
青
年
と
死
と
』
の
材
源
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集
』
昭
61
）
や
小
林
幸
夫
「
芥
川
龍
之
介
『
青
年
と
死
と
』

典
拠
考
─
木
下
杢
太
郎
『
十
一
人
の
偏
盲
』
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要
』
32
、
平
27
）
参
照
。

（
7
）　

比
喩
と
し
て
の
透
明
人
間
に
つ
い
て
は
諸
論
少
な
く
な
く
、
注
1
橋
本
論
文
や
注
4
清
水
著
書
参
照
。
な
お
、『
続
千
載
和
歌
集
』（
新
編

国
歌
大
観
）
に
「
世
を
捨
て
て
人
に
も
見
え
ず
知
ら
れ
ね
ば
わ
れ
こ
そ
今
は
か
く
れ
み
の
な
れ
」（
巻
七
雑
体
、
七
五
五
）
と
い
う
、
嘉
禄

二
年
（
一
二
三
六
）
に
出
家
し
て
「
真
観
」
と
称
し
た
葉
室
光
俊
の
歌
が
見
え
る
。「
人
に
も
見
え
ず
知
ら
れ
」
も
し
な
く
な
っ
た
自
ら
を

隠
れ
蓑
に
喩
え
て
い
る
の
は
、
例
え
ば
、
島
田
雅
彦
『
透
明
人
間
の
夢
』（『
群
像
』
平
成
二
十
五
年
二
月
号
）
に
お
い
て
、
戸
籍
と
住
民
票

を
売
っ
た
男
が
「
オ
レ
は
も
う
書
類
上
は
こ
の
世
に
存
在
し
な
い
。
願
い
が
叶
っ
て
、
透
明
人
間
に
な
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
」
と
伝
言
メ
モ

に
記
す
の
と
、
近
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
比
喩
と
し
て
の
透
明
人
間
と
ま
さ
に
同
様
の
発
想
が
、
ず
っ
と
早
く
十
三
世
紀
に
は
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
に
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
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図 1 　『三国七高僧伝図会』巻一「竜樹菩薩伝」挿絵　万延元年（1860）刊
透明人間状態になっている竜樹と三人の「隠形徒」の周囲に加えられた多くの「・」が、
透明人間状態であることを示しているのだろう。いずれも着衣している。

図 2 　H.G.Wells『The Invisible Man』初刊本表紙　1897年刊　本学図書館蔵本
着衣した全裸透明人間が、中央に描かれている。
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図 4 　『ドラえもん』「未来世界の怪人」
（てんとう虫コミックス第 4 巻、小学館）
昭和49年（1974）　ジャイアンの「万能
わな」に捕まってしまい、かくれマント
を脱いだのび太は、確かに着衣している。

図 5 　『ドラえもん』「とう明人間目ぐす
り」（てんとう虫コミックス第 8 巻、小
学館）昭和50年（1975）　それと知らず
に「とう明人間目ぐすり」を差して透明
人間になり、入浴するパパ。パパには自
らの身体が通常通り見えているらしく、
ママの驚いている理由がわからない。

図 3  　名古屋汎太平洋平和博覧会の絵葉書　昭和12年（1973）


